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ま 徒 朝 契l 代 て れ 間 先 さ 災

た が 首 機 の 社 い に は だ せ を
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○ い 談 り ワ 恐 ら 軍 発 爆 関 す
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ヽ

は･ 間1 カ じ- 警 そ 災 か

;_:. -I_:I-チIL. _" ;∵ ∴三-==-:=- ::･

車 ゴ 明 お が. 朝 一 等bT 三

輪 り る き 開 　 ス 鮮 日 や 不 と

に を み て 催 　 ピ 人 経 る 道､
｣

8

｡ 南 同 　 し 　 日 加- 　 二

ヽ

京 様 強 本 者 と ○

大 　 の 　 　 の 　 の 称 　-

虐デ芸敵なす三
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出

O｣　者　で　朝　じ　ば長　大　え

九 　 六 　 と 　 あ 　 鮮 　 て 　 一 　 夫 　 規 　 以

年 と 　 し る 人｢ 九 は 模 前

に 述 て よ に 歴 九 学 な か

は べ 朝 　 り 　 対 史 ○ 生- ら

る 鮮 は 　 し 的 年 に イ 　 日
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く　書　大

新　鮮

た 　 聞 　 入

べ 　 と 　 を 　 虐

○ る 　 し 資 殺

と 　 あ 　 る 　 種 　 朝 　 嫌 　 行 　 も 　 そ

に 　 る 　 の 　 的 　 鮮 　 い 　 為 　 友 　 れ

多 　 程 　 は 　 偏 　 で 　 な 　 は 　 好 　 が

い　度､見　七　国　な　だ爆

と　知　何　は　位｣　か　つ　発

思 　 つ 　 も 　 無 　 が 　 の 　 っ 　 た 　 的

わ 　 て 　 知 　 く 　 韓 　 ア 　 た 　 と 　 に

れ 　 お 　 ら 　 な 　 国 　 ン 　 ○ 　 は 　 売

る 　 り 　 な 　 り 　) 　 ケ 　 　 い 　 れ

が 　 例 　 七 　' 料｣ 　 　 か 　､ い 　 は 　 の1 　 　 え 　 た
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を 　 り 　 す 　 一 　 ら 　 　 災 　 ん 　 所 　 隣 　 市 　 例 　 　｢ - 　 要 　 で 　 め 　 国

生 　 ま 　 る｡ に 　 こ 　 の だ の の の を 二 何 ○ 視､ ､ 家 　 も

む　す　こ　　は　の　た!機外　三　あ　○　も　年　し　横流に　つ

事 が と こ 新 流 め 馬 能 国 条 げ- 知 の､ 浜 言 嫌 と

例､ で? 聞 言 に 鹿 停 人 中 る- ら 保 朝 鶴 を 悪 も
よ

で に- な 止 留 学 　 と 　 年 な 守 鮮 見 退 感 同

だ　学校'の　い　系　人　の　け　を　書

生　の　二　束若　の　虐　警　朝持　の

い　議　殺　察　鮮っ　主

本　世論　は　署　人　よ　張

大代の　後長　を　う　は

○ 韓､ 年 震｣ 変 景･ 救 に

国閉三災　は化　に大　つ仕

鎖 月 時 な は 退 川 た 向 由

! 一 に ぜ 著 い 常 す け 主

｢ 警 荻 こ で い さ 学 割 避 七 も 受 し て 吉 ば ら 義

取団上 ウ た れ 生 強 難 日 外 け い い の ら れ 史

孟芸…這言of=o……冨;≡:ppqo孟冨∴孟芸
ま 成 は さ 上 　 実 に 運 救 イ 犯 る 題 題 を 日 史 究

り す- れ で 　 際 事 び 援 ツ 罪 の は が 美 本- 会

議 　 は 情 出 物 タ の か 工 あ 談 人 九 　 が

述 が こ 安 お 員

べ 過 　 と- 　 り 　 ゃ

て 激 は の 拡 大

い　化　し不　大学

る　し　ぼ安　を　教

〇 　､ し 　 が 　 防 授

こ 　 暴 　 ば 悪 　 い 　､

の 　 力 　 あ 　 化 　 だ 　 さ

説　し　資1流　と　藤　る　と　が　を

そ　明　て　を　上言　い　の　○　し　い批　日

の 　 せ 　 し 　 根 　 で 　 が 　 う 　 よ 　 そ 　 て 　 る 　 判 　 本

避 ず 　 ま 　 こ｢ 流 点 　 う 　 れ 　 と 　 と 　 し 　 人

難　に　い　そ　何れ　に　な　で　り　いて　が

所　配'ぎ　と　た　あ　議　も　あ　う　い　日
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想 　 て 　- 　 れ 　 て 　 る 　 　 じ 　 体 　 と 　 こ 　 　 や 　 験 　 体 　 災 　 て 　 害 　 　｢

像　は　イ　る　前道　田　な　験　い　と　こ　ま　者験　の､時荻過

力　なト　こ　述筋　中　が者　う　で　の　し　の　者歴-　の　上　去

' ら･ と 　 の 　 を 　 正 　 ら 　 の 　 気 　 そ 　 心 　 さ 　 間 　 が 　 史 　 イ 　 流 　 に｣

過　な　ス　を　工想　敬そ語持れ細　を　き　い　をト　言限　に
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按　ろ　チ　し様せ　木代　当　あ　に　う　る　調な　し　ピ感､東
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る そ と と が 述 死 し 気 れ に し
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は で て わ 何 て- す 緊 登 れ は

大 も' れ も い い く 張 に な 実

き 体 安 る 知 る て な を 　 か 態
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い 　 験 　 易 　o 　 ら 　 一 　 　 　 　 　 　 　 　 つ 　 を
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Fi葛
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の 　 過 在､ け｣ 　 向 　 　 そ
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お 　 さ 　 に 　 時 　 う 　 の 　 定

こ 　 を 　 は 　 の 　 し 　 朝 　 さ

な　感　意　流　'鮮　れ

わ 　 じ 　 味 　 言 　 抑 　 人 　 て

れ 　 ず 　 が 　 を 　 止 　 虐 　 い

て 　 に 　 あ 　 批 　 に 　 殺 　 る

い 　 は 　 る 　 判 　 も 　 に 　 と

る 　 い 　 ○ 　 す 　 つ 　 つ 　 思

様 　 ら 　- 　 る 　 な 　 い 　 わ
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ら 　 体 　 の 　 震 　 っ 　 災
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が　不　在　の　な　か　で'　当　時　の　空　気　や　緊　張　を　帯　び　た　過　去　に　ど　の　よ　う　に　接　続さ　せ　る　こ　と　が　で　き　る　か､想　像　力　を　か　き　た　て　さ　せ　る　こ　と　が　で　き　る　か｡こ　れ　が､　関　東　大　震　災　か　ら　九　〇　周　年　が　過　ぎ　た　現　在､　体　験　者　不　在　の　な　かで　直　面　し　て　い　る　課　題　で　あ　る｡



【　八　木　ケ　谷　妙　子　　二　〇　〇　八　年　九　月　七　日　小　薗　撮　影　】
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民 　 し 　 い 　 ど 　 心 　 破 　 　 を

族　た　っ　'が　壊　し　知

の 　 震 　 お 　 ど 　 ま 　 力 　 か 　 る

悲 　 災 　 き 　 う 　 え 　 を 　 し 　 だ

劇 　 を 　 て 　 生' 強' ろ

的　問　も　き　防調　そ　う

体　う　即　残火　し　の　○

験　と　応　る　訓　､間

を　き　で　か練　第　い

お 　' き 　 の 　､ 二 　 方

と 　 な 　 る 　 点 　 避 　 次 　 は

す 　 ぜ 　 準 　 に 　 難 　 災 　 避

傾　か備　集　用　害　け

向 　 震 　 は 　 中 　 具 　 の 　 が

が　災　必　し　'阻　た

あ 　 の 　 要 　 て 　 避 　 止 　 い

る 　 も 　 な 　 い 　 難 　 を 　 自

○ 　 っ 　 こ 　 る 　 道 　 ど 　 然

一 　 も 　 と 　 き 　 路 　 う 　 の

五

う　で　ら　､す　摂

- 　 あ 　 い 　 避 　 る 　 理

つ 　 る 　 が 　 難 　 か 　､

の 　 ○ 　 あ 　 場 　､ 天

人 　 だ 　 る 　 所 　 そ 　 災

災 　 が 　o 　 の 　 の 　 の

､ ' 災 　 選 　 た 　 物

朝 　 こ 　 害 　 定 　 め 　 理

鮮 　 う 　 が 　 な 　 の 　 的



【一九　七　三　年　六　月　二一日　『　朝　日　新　聞　』】
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た 鮮 虐 人 の 話 定
び

と

警 虐 　 を( 主 　 そ 　 て

団殺　と　白　人　の　暴
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は 　 任 　 に 　 エ 　 　 ビ 　 害 　 が

な 　- 　 は 　 ○ 　 た 　 う 　 に 　 後 　 こ

か 　 の 　 虐 　 ○ 　 だ 　 と 　 よ 　 景 　 の

つ　追　殺　三､ら　る　に　指

た　及　研　年　私　え　死　退摘

が 　 に 　 究 　 と 　 に 　 る 　 者 　 い 　 は

､力　の　い　は　か　か　て　､

虐 　 点 　 シ 　 え 　 こ 　 新 　 ら 　 し 　 戦

殺　が　ン　ば　の　し　'ま　後

研　置　ポ　､論　い　都　つ　の

究 　 か 　 ジ 　 関 　 文 　 研 　 市 　 た 　 朝

に 　 れ 　 ウ 　 東 　 か 　 究 　 や 　 こ 　 鮮

関 　 て 　 ム 　 大 　 ら 　 の 　 地 　 と 　 人

心　い　が　震虐　可　方　-　(

が 　 た 　 開 　 災 　 殺 　 能 　 の 　 の 　 中

あ　○　か　か研　性　関　批　国

つ 　 そ 　 れ 　 ら 　 究 　 が 　 係 　 判 　 人

て 　 の 　 た 　 八 　 の 　 あ 　､ が 　)
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と 　 は 　 れ 　 る 　 物 　 た 　 な

課　じ　ま　o　語記　い
以

つ か さ っ で 題 ま で 上 に 憶 だ

た 　 し 　 れ 　 　 議 　 に 　 つ 　 の 　 　 回 　 を 　 ろ

しヽ
o 　' た 　 　 論 　 っ

て
そ 　- 　 ろ 　 　 　 さ 　 い

の 方 う 論 れ て
じ

た虐三収よう
､ 殺 　 　 さ 　 み 　 か

ま
五 　 研 　 　 れ 　 が 　 ○

ゝ

ス_

背 　 で 　 者 　 　 な 　 論 　 ○ 　 究 　 　 な 　 え 　 本

∴‥∴三∴∴
し 者 憶 史 た｡ 以 移 論 う る の

の-;-ti- ∴圭…字三_="-

は
後 　 も 　 そ 　 は 　 し 　 　 門 　 課 　 　 か 　 あ 　 ー

の 題 以 に り つ

歴 を 下 継､ は
の

史 　 論 　 　 承 　 も 　､

よ

研 　 じ 　 　 で 　 う 　 虐

究 る う き- 殺
に

者 　 ○ 　 　 る 　 つ 　 の

や 虐 な か は 歴
る

の 　 多 　 り 　 登 　 て

ろ 　 く 　 と 　 場 　'

う 　 の 　 で 　 し 　 聴

教 　 人 　 は 　 な 　 覚

青 　 に 　 あ 　 く 　 陣

も 　 は 　 る 　 て 　 害

検 　 知 　 が 　 も 　 者

討 　 ら' ' で 　 　 地 殺｡ を そ 史

20

県沖逮
-ヽIVその

検　見縄　各え　ら｡そ　のの　な沖　縄

県　の　地　方　出　身れ　て　虐　殺　さ　れ

問　題　を　克　服

か　で　沖　縄　人　が人　た　ち　に　こ　の

者　でた　日

す　る　た

殺　害事　実

た　事　実ま　り　伝

つ　と　し

あろ継れす

第るー∩ノ承てる第

究二㌧　ろ者さ
ヽ>〇三

章　は､　検　見　川川　町　で　お　き　た

事　件虐　殺

にであ本

の　研　究

第　二

う　者

間て＼- レ･

こ辛本者辛

は格のは

'　こ　れ　ま

の　虐　殺　に

で　は　虐　殺し　た｡　し-ヽ
出　来　事　だ 的成

に果



か慰　は　た　追　迫　　る　督　こ　あ　画　充　　よ　っ　虐

に　霊' 『　悼悼　第､の　れ　る　と　功　第　る　た　殺
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､ そ 　 と 　 一 　 大 　 虐

特 　 の 　 朝 　 九 　 震 　 殺

に 　 後 　 鮮 　 八 　 災 　 の

加 　 の 　 人 　 三 　 と 　 調

害　遺　』　年　朝　査

の 骨 二 に 鮮 と

記 の 日 出 人 犠

憶発…版犠牲

は雫昌さ牲者
い 　 　 　 　 れ 　 者 　 の

)

21

そ 　 が 　 た 　 た 　 の 　 り

の 　 な 　 こ 　 朝 　 ド1

制 　 い 　 と 　 鮮 　 キ 　 映

作 　 ○ 　 が 　 人 　 ユ 　 画

過 　 こ 　 あ 　 』 　 メ 　 監

程 　 こ 　 る 　 の 　 ン 　 督

で 　 で 　 も 　 二 　 タ 　 で

み 　 は 　 の 　 作 　 り 　 あ

ら 　 呉 　 の 　 品1 る

れ　監　'が　映　呉

し 　 ら

て　記

沖　憶

縄　さ

入　れ

の 　 る

脚　出

本　来

家　事

に　だ



七 と 国 た の 〇 　 六 用 関 周 兵 五 日 　 と 　 四 第 植 三 　 二i 会 　 ー~

工 上 と 国 結 ○ 西 　o 東 年 第 こ 朝 は 以 三 民 中 二 九- 以

藤 位 い- 果- 川

へ に う ー も 年 長

のな結i載二夫

実る果三つ四『

証ので位て六増

的であのい頁補

な
は る 　 ど る｡

批 な- れ が な 国

判 か 六 か､ ぉ 境

は ろ 五 に そ､ の
･ う 頁 入 こ 同 越

iZq

山 か 　o つ に 書 え

田　○もたはに方

昭　し国全は
) 体 二 国

現のと○

荏- し ○

お位て○家

こが嫌年
論

な北い度序

つ朝との説

た鮮い学』

ら で う 生-

韓､ 人 ア 平

国七のン凡

も位多ケ社
ヽ

も が か1

つ韓つトー

大 朝 一 の･ 何 下 号 地 尾 ○

震 鮮 連 流 日 か の- ●

災 入 隊 壬 韓-､ 日 オ 知

と 犠 第,4 関T へ 本 一 代

岳皇｣

:I -_岩=L=: -∴圭∴二二二_i-.I LI-I
波 ー' 　 　 　 耶 一

書 トl/EV 四 月

店 ス フ 　 回 四
､ ピ ル ス

ト大目
ー1 ● 　 　 ノ △

○チヒリ芯『

に ス 一 報 朝告鮮

現竺警志望-1㌦会-

関 ト 二･ 新

鮮 者 中｢ の

人追隊　記
丘』悼に/ー述

( 　 ′_} 士 ‥

二二≡三喜-:…三日

行る記を
出 　_ 　 　｣

史l__ サ 記I Y｣- 　 の

要害芸言霊三三?三ン』
｣ シ 報

三 会 野 菜0､ は 学 日 ポ ○

九

七

五

午
iZq

･ 茂 県

調次東

査の葛

委目飾

員記郡

会) 市
､ 『 関 川

- 歴 東 町

四史大の

頁の震野

か真災戦

ら実五重

引l O 砲

22

. ーJA

師云/T～ジ
本

岡 　 オ ウ

ニ 康 一1 ム

頁子○ラを

か- ○ ル 振

ら- 七 ヒ り

引イ年ス返

用 　 卜 二, つ
ト

○

●

そス

一 　 　､>-

+ 一 　 　 ＼-

水

ずは
ぜヨ

Ei-

冒

本

鍾

済

評

論

社

九

九

四

- り て 　 　 年

頁 1  I 　 　 -

の ど｡ 研 戦

他1 究 争
､ チ 　 』･

関

東

大

秦

災

七

〇

周

午

記

念

行

辛

実

行

次　｢　関　東　大　震　災･朝　鮮　人　虐　殺　は

≡

の　歴　史頁｡

遠　に　忘　れ

下　の　八　木　ケ　谷　の　証　言

註



の 美 所 　 一 訂 六 　~ 頁 　 一 東 田 理 一 　~ 　~

引 談 収 ハ 版 頁 克｡ 四 京 中 教 一 一 一

用｣ 　o 成 で 　 ○ 妻

は『初田あ同徳
思出龍る書相

書聖は一｡は-

雛
工∴;三三

---=二∴

よ 六 り- 　 社 青

九 ス 主 　 八 　 く 　｢

同' 義 野 わ 正

同 の に 青 田 同 同 年 荻 前- 史 田 し 当

前 歴｢ 』 中 前 前 二 上､ 九 観 芳 い 防
' 史 ≡ 八 正 目 五 チ 藤 九 研 朗 ○ 衛

鄭 副fLPo 敬 五 五 皿 キ 岡 六 究-

栄 読 を 九- 六 一 頁- 信

桓本想号関頁i

r の 　 　( 東 　 〇 五

芸離頁

菱…雷雲FS o
の

下虐と協朝

の殺し議鮮

朝のて会人

に 　 　__ 験 　 論- 　 鮮 文 　､ 虐

る

六1- 　､ 丘

0 号 の 岩 　 一 文

( た 波

- め 書

九に店

九 】 ､

六報二

人言八二殺

虐削木○を

殺除ヶーめ

二㍉?I-三:---; ∴三
ヽ

五 　 　 家 げ 死 九 論

年○
､ヽ._一′

年道○　　　○
の

) ● ○

二∴∴ i--
下.) 　 改

責ての月点
＼ 　J 　 　 　｣

住 い 他､

二る
○

『

に- 磨

横○史

八　浜頁地
● 　 　 　 　 0

23

｡検勝

証

年会
-ヽノ　　『

ヽ

教
- 　･･･!=_ コ

は-
料

一一一一一　圭

東じ六が朝日 ヽ

三∵去三:I
ゝ

大- 　 ズ ー 人

な
震 　. 1 よ を

七
災 　 　 　V ■ 守

の○雫歴っ

流頁　史た
○　　　　　』

口 　 　 　( 響

･ 　 　 産 察

デ 　 　 経 署

し＼

新長

聞-

ニ藤

ユ岡

1 信

ス勝

サ･

1 日

ビ由

三　年

大　震　災　後

マ　』　(　光　文　社､　二　〇

｣　で　は　な　い　｣　『　世　界　』　(　岩　波　書　店､　二　〇

〇　年

〇　月　)　に



一大　二　二を行ヒ　二　二　~　~一一年と○者月『

六 震 一-- 射 の ス~ 〇 九 八

頁災関同程出　卜成同同同
O l 東 前 に 来 り 　 田 前 前 前

ア 大､ 人 事1 は､ ､ '

ジ 震 二 れ を の-

ア災三て叙た九三三九

･ 8 　 六 い す め 九 一 一 八

国o 頁 る る に 六' 頁 頁

家 周 　 ○( 詩 は 年 二 　 〇 　 〇

･ 年 　 同 学､ の 三

民記　前のい初二

衆 念 　' 検 ま 出 頁

l 行 　 二 討 ひ 論 　 ○

』事　三も　と文

/~ ＼

冒

本

経

済

評

論

社

○

○

実　　二不つの

行 　 頁 可､ 段

委　二欠朝階

員 　 　 　 で 鮮 か

会 　 　 　 は 人 ら

『　　　あ･ '

世 　 　 　 る 中

界 　 　 　｣ 国

史 　 　 　 と 人

と 　 　 　 述-

し 　 　 　 　 べ の

て 　 　 　､ 虐

四
の

年関
iZq

､東

~~｢

関

東

大

震

災

の
こ殺

メ
の･

点暴タ

24

二 命 月. に 震

九

八

頁

七

名) 渋 か 災 成

さな田け画田

れど紅て報に

たが塔刊』よ

( 初 編 行 第 る

松 期- さ- と

山 だ 関 れ 冊､

基 と 東 た(｢○表さ大東一関

『れ震京九東

関る災日二

束　○実日三

大地記新年災
｣

地学』聞九

震的芸や月

のに朋主二

重は堂婦五
Eii　■コ

ヽ

相 　. 之 日

』た
長 友)

の

初

出

は

■■ ヽ

古だ文社と宮
A ち 堂 の す 武~7

書 に､ 画 る 外
- 一 報｡ 骨

賢関九､九が

東二万月刊

I- ll_ :I

l



地 　 が 　 　 に 　 者 　 働 　 目 　 は 　 支 　 と

支 　 も 　 歴 　 な 　 た 　 者 　 本 　 恐 　 配 　 は 　 関

配 　 た 　 史 　 っ 　 ち 　 に 　 人 　 怖 　 者 　 こ 　 東

- 　 ら 　 的 　 て 　 は 　 反 　 下 　 と 　 の 　 れ 　 大

の 　 し 　 に 　 い

過 　 た 　 考 　 る

程 　 も 　 え 　 二
0

か 　 の 　 れ

ら 　 で 　 ば

原　は　朝

因　な　鮮

を 　 く 　 人

探､ 虐

る 　- 　 殺

必 　 九 　 は

要 　 一 　 単

が 　 ○ 　 に

あ 　 年 　-

る 　 の 　 九

〇 　 韓 　 二

震　国　三

災　併　年

に 　 合 　 の

よ 　 以 　 地

つ 　 前 　 震

て 　 か 　 に

露 　 ら 　 よ

呈 　 の 　 る

し　植　混

た 　 民 　 乱

､感層　警　抵　ま　震

日　を　労　戒抗　で　災

本 　 も 　 働 　 を 　( 　 た 　 時

の 　 つ 　 者 　 抱 　 三 　 び 　 の

植　て　に　か･た　朝

民　い　と　せ　-　び鮮

地　た　っ　､独　指　人

支　○　て　-　立　摘虐

配 　 も 　 は 　 方 　 運 　 さ 　 殺

に 　 と 　､ で 　 動 　 れ 　 の

お 　 も 　 自 　 白 　 や 　 て 　 社

け　と　分　警　｢き　会

る 　 日 　 た 　 団 　 内 　 た 　 的

土 　 本 　 ち 　 と 　 地 　 ○ 　 な

地　に　よ　し｣　震　背

の 　 出 　 り 　 て 　 に 　 災 　 景

収　稼低虐　お　時　に

奪　ぎ　賃殺　け　､植

が 　 に 　 金 　 に 　 る 　 官 　 民

大 　 采 　 で 　 加 　 社 　 意 　 地

き　た働　担　会　側　支

な 　 朝 　 く 　 す 　 運 　 に 　 配

き 　 鮮 　 朝 　 る 　 動 　 と 　 が

つ 　 人 　 鮮 　 多 　 な 　 っ 　 あ

か 　 労 　 人 　 く 　 ど 　 て 　 る

け 　 働 　 労 　 の 　) 　 被 　 こ

25

た 　 団 　 で 　 た

に 　 は

よ 　､

る 　 こ

虐　れ

殺 　 ら 　'

の 　 の 　 中

実　虐　国

態　殺　人

や　に　や

当 　 関 　 目

時　す

の 　 る

軍　研

隊　究　会

の 　 が

責　お

任　こ

間　な

題　わ

が　れ

中 　､

心　軍

に　隊

検･ 　0 　 人

討　警　戦　に

さ　察　後　虐

れ･ 歴 　 殺

て 　 自 　 史 　 さ

き 　 警 　 学 　 れ

｡　そ　の　他

本　の　社

は　じ　め　に

一九　二　三　年　の　関　東　大　震　災　で　は

多　く　の　朝　鮮　人　が　日　本主　義　者　も　虐　殺　さ　れ　た

第一章　　戦　後　に　お　け　る　虐殺　研　究　の　推　移　と　課　題



あ　て　料乗秀　　お　虐　り　と　被

る　は　を　洞夫　そ　い　殺　ア　は　災

の 　 特 　 も 　 『 　 に 　 の 　 て 　 が 　 文

で　に　と　現　よ　関　で　本学

一 　 に 　 代 　 る 　 東 　 あ 　 格

以　○　し　史研　大

体　こ　社

し 　 は 　 と 　 会

下周　て　資究　震　○　に　品

一　年研　料　四　災　な　論　三

〇 ご 究( を の か じ な

周 　 と 　 が 　6 噂 朝 で 　 ら 　 ど

年 の 　 さ) 矢 鮮
1王≡l

ご 節 か( と 　 入 朝

あ

り

と　目　んみ　し虐鮮よ場　山殺

に に に す､ 殺 人 　 う 　 し 崎 や

虐 ま 　 な ず 四 　 に 虐 に た 今 そ

殺 　 と 　 つ 書 ○ 　 関 殺 な だ 朝 の

研ま　て房周　す研　つけ　弥他

究 　 つ 　 く 　) 年 　 る 　 究 た で 　 ら 　 の

の た 　 る 　 が の 研 が の､ の 虐

推 研 　 ○ 　 出- 　 究 　 さ 　 は あ 　 各 殺

移究そ版九　は　か戦ま　評　に

と 　 が 　 の 　 さ 　 六､ ん 　 後 　 り 　 論 　 つ

課 出 　 朝 れ 三 　 一 　 に 　 の 存､ い

題版鮮て年　九　な歴在　ま　て

を 　 さ 　 人 　 以 　 に 　 五 　 る 　 史 　 し 　 た 　 論

検　れ虐　降妾　八　〇　学な　は　じ

討 　 る 　 殺' 徳 　 年 　 　 の 　 か 　 プ 　 ら

す候　に　そ相　の　　分　つ　ロ　れ

る 　 向 　 関 　 の･ 斉 　 　 野 　 た 　 レ 　 る

○ 　 に 　 し 　 資 琴 　 藤 　 　 に 　 ○ 　 タ 　 こ

26

多

く

の

人

び

と

に

関

心

が

隻

ま

aE

た

の

は

既　で　問

偶　題

発　に

的　目

に 　 な 　 を

潜 　 も 　 そ

ん 　 の 　 む

で　だ　け

い 　 と 　 る

う 　 が

･ヽ･-

＼-

と　重　そ

で 　 要 　 の

あ 　 な 　 は

る 　 の 　 じ

○ 　 は 　 ま

災　り

害　が

以　自

前　然

に　災

､ 　 宜

Fコ

間　に

題　よ

自 　 る

か　しや　復､　わ

ずの

'
､ 力作的る

も に　登れ　る

に　吉　野　作　造　や

興　で

朝　鮮　人　虐

､関　東　大　震　災　後　す　ぐ　に

に

社　会

考　え　るた　と　い 人　た　ち　は



か 　 で の 　 な な 　 な 流 原 虐 　 　 葉 の 年 版 　 中 他 震 　 　 第

ま　ぬ　す　毒　かい　事　言　因　殺　そ･新)会　村執　災　五一

た こ む で に｣ 件 の に を れ 埼 聞 が､ 新 筆 五 〇 節
' と 　 こ 　 あ 　 流 　 五 　 〝 　 発 　 つ 　 位 　 ぞ 　 玉･ 相 　- 　 太 者 　 ○ 　 周

そ を と る 言 と で 生 い 置 れ･ 雑 次 九 郎･ 周 年 虐

れ い か が が 批 あ- 　 て づ の 群 誌 い 七) 今 年

ぞ う 　 も､ あ 判 　 っ の

れ 人 　 し 　 当 　 り 　 し 　 た た｢
当

時

の

過

伝

の 　 も 　 れ 時､ て､ め

本 い 　 な 　 の 人 い 　 と､

の る 　 い 実 心 る 　 述 　 と

構- 　 ○ 情 が 　o べ の

成　六　現か勤ま　る　み

も と 　 に ら 揺 た 　 よ 説

う　明

て 判 　 う 　 え 遺 徳 な し

い 　 し 　 し て 憾 相 歴､

る て 　 た や の は 史 あ

交

過

の

逮

け 著 馬､ で 五 編 井 朝

る 　 作) 　 目 　 出 　 年 『 清 鮮 歴

こ で に 撃 版 二 歴 一 人 史
史､ 犠 学

と は お 者 さ 妻 の 賓 牲 者

を 　､ け 　 の 　 れ

批 震 る 証 た 徳 真 藤 者 に 明
｡ 相 実

i 訂 　=

関関

東東

大大

震震

災災

判　災　朝　言

し 　 の 　 鮮･ こ

て 　 混 　 人 　 目 　 れ

い 　 乱 　 虐 　 記 　 ら

る 　 が 　 殺 　 か 　 の

○ 　 も 　 の 　 ら 　 研

｡ い 弁 む 点｢ 記 た 絶 例 た 実､ 究

∴三二二一三三
ば 　 　 も 　 な 　 じ 　 に 　 い 　 自

『　　開　い　た考　ま　然

歴 　 　 き 　 こ 　 ○ 　 え 　 だ 発

史　　な　と　犠れ　に　生

の　　お　で牲　ば　あ　的

真 　 　 り 　 あ 　 者､ と 　 な

実 　 　 と 　 つ 　 に 　 混 　 を 　 〝

l 　 　 も 　 た 　 は 乱 　 絶 不

関 　 　 つ 　､ 気 　 の 　 た 　 幸

』

ら　態　関　で/へ

し 　 を 　 東 　 は 　 中

と

戟

る 高 た え( 政 央 鮮

人 橋 不 が 東 府 公 人

心

の

不

安

碩 幸 い 東 側 論 虐

秀　追　よl

夫 悼 る 五
､ 行 ト 　 ○

大 事l ～

丸実　夕　七

義行ル〇
一 委 な 周

､ 員 実 年

松　会　態

尾 　( 　 研

章　代　究

- 　 表 　 と

な た･ の 社 殺､ ･ し

は 事｡ 神 資､ ≡ 鬼 高 て

件 　 　 奈 　 料 　- 　 現 　 頭 　 橋

虐　と　　川　､九　代　忠　碩　関

殺 　 し 　 　･ 当 　 七 　 史 　 和 　 一 　 東

の 　 て 　 　 千 　 時 　 五 　 出 　､ ､ 大

27

委し考そ
批似



件 　 鮮 　 人 　 の 　 究 　 東

警l 　 五

団　軍　○

の 　 隊 　 年

裁　の　後

判　虐　あ

な　殺　た

どl 　 り

と 　 白 　 に

続　警　は

人　暴　状明　大

大　の　動　況｣　震

膚 　 の 　､ 七 　 災

殺流天と　と

皇な朝

- れ て 震｢ 二 発 れ 件 迫 二 の つ 鮮

る 大 後 Ⅸ 　- 生 てJ 　 害 　- 詔 て 人

o 義 の 　 Ⅵ 二 い 王 二4 書 お 虐

L-:-二二三十一二一三

労 る と す 与 が 義

働 過 同 で え 間 者
｣ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　I.- 　 　 　 　 　 ヽ 　 　 　F37 才 　 　 　 ノ †､

じ に' 題 の

第 の で 一 日 と 問

四 資 あ 九 警 さ 題

部 料 る 六 団 れ｣

程

く 　 団 　､ 　｢ 　 　 　 　 三 　 の 　' と

≡≡≡燕
の

二は想動震芸至芸
一 　 弾 　 と' 災

;言霊芸力(との 冒 靭

こ り 事 回 頭 鮮

厳へ二務竿芸芸
戒 　 れ｣

局
令 　 の 　7 　 　｢ 資 　 殺

3 　 料 　 の

' 真

二言　-∵∴∴-i∴三;､~

が(

∴三.lt:三二;=I-三:==-, ≡

て 　( 　 全 　 　 反 　､ ｢ 版 　 り 　 暴 成

確 　 そ 　 体 　 　 響 　 第 　 政 　 さ 　 軍 　 動 　 に

調　軍

査　隊

立 の を 　 二 二 府 れ 隊 の な- の
ヽ

し 後 と 　 第 部 の た の 流 つ- 出 令 の7

て は ら 　 五- 処､ 虐 言 て Ⅷ 動 の 抵

い 習 え 　 部 流 置 前 殺 が い 　- 発 抗 亀
ヽ

る 　 志 　 る 　 　｢ 言 　 と 　 述 　 が 　 寄 　 る 　 　 　 　 布｣ 　 戸 　 　 朝 震 　 因
iiiL

o 野 構 　 　 論 　 と 　 対 の 先 隊 　 〇 　 日 　 Ⅴ 　 二 　 と 　 事 朝 鮮 災 　 の

28

の行
『

策虐評 各
｢

自響

と辛Ⅱ響団
-ヽLv行し現｣殺そ震は容

所 団のず動て代(　主｣､の災

第他
ヽ一
力戒

へ

三　部　｢　強　制
｣)｡ら　四　〇　年　〜厳　令　-　流　言の　収　容､　自

に　戒　厳

令　が　発

の檎れにえ史

'カ　　カ資　料

島棉疏

町成言宿挙も対' r ^

言と事さの動｣'地し
ヽ｣

6 　) 』

｣､｢5



29

な　お'『歴　史　の　真　実　-　関　東　大　震　災　と　朝　鮮　人　虐　殺　』､『関　東　大　震　災　』　と

も　に'戒　厳　令　が　布　か　れ　る　前　の　導　入　と　し　て　震　災　が　え　が　か　れ　て　い　る｡｢午前一一時　五　八　分　四　四　秒　｣､｢　マ　グニチ　ュ　ー　ド　七･九　｣　と　い　う　象　徴　的　な時　刻　と　規　模　に　よ　っ　て　記　さ　れ　て　い　る｡戦　前　の　関　東　大　震　災　の　語　り　は　｢　午前　1　1　時　五　八　分　｣　か　ら　｢　震　災　｣　が　語　ら　れ　る　が'　戦　後　は　｢　虐　殺　｣　が　語ら　れ　た｡も　っ　と　も　そ　の　｢　虐　殺　｣　も　歴　史　研　究　や　歴　史　教　育　の　場　が　中　心　で'世　間　で　語　ら　れ　る　よ　う　に　な　っ　た　と　は　言　え　な　い　だ　ろ　う｡

と　こ　ろ　で､　官　憲　の　行　動　を　虐　殺　の　原　因　と　し　て　最　も　重　要　だ　と　と　ら　え'

そ　の　間　題　を　追　求　す　る　叙　述　の　あ　り　方　は､　実　は　戦　後　の　歴　史　学　が　は　じ　ま　りで　は　な　い｡　震　災　か　ら一年　後　の一九　二　四　年､　山　崎　今　朝　弥　の　『　地　震　憲　兵火　事　巡　査　』　(　平　民　大　学　刊　)　に　は'　次　の　よ　う　に　記　さ　れ　て　い　る｡

戒　厳　令　も　な　く　軍　隊　も　出　な　か　っ　た　ら､　機　関　銃　も　大　砲　も　な　く､　銃

剣　も　鉄　砲　も　出　な　か　っ　た｡　人　気　も　荒　ま　ず'大　和　魂　も　騒　が　ず'流　言飛　語　も　各　々　そ　の　範　を　越　え　な　か　っ　た｡　暴　民　も　兇　徒　も　な　く､自　警　団も　在　郷　軍　人　も　起　た　な　か　っ　た｡　そ　し　て　総　て　の　問　題　も　自　然　起　ら　な　かっ　た　に　相　違　な　い｡　八

山　崎　に　よ　る　問　題　の　追　及　は､　戒　厳　令　や　軍　隊　の　問　題　に　集　約　さ　れ　る｡　よ

っ　て　排　外　的　な　ナ　シ　ョ　ナ　リ　ズ　ム　(｢　大　和　魂　｣)　に　よ　っ　て　民　衆　が　拡　大　し　た



殺 　 か 　 　 あ 　 備 　 の 　 員 　 な 　 を 　 あ 　 と 　 　 の 　 要 　 に 　 警 　 実 　 　 よ 　 朝

し 　 で 　 自 　 つ 　 は 黙 　 し 職 燃 　 り 　 し 　 さ 　 責 　 が､ 団l 　 こ 　 り 　 鮮

方　次警た　貧認'人　や､た　ら　任　あ　そ　の　関　の　も　人

は　の　団｣　弱･暴層　し　恐　う　に　は　ろ　れ　指　東　よ　責　暴

い 　 よ 　 に と 　 で 奨 行 こ た 怖 え｢ ' う 　 に 導 大 　 う 　 任 動

っ ぅ 対 述 あ 励 に 　 層 心 で 朝 官- ひ 的 震 な が の

そ に す べ り で か ○ は に､ 鮮 憲 と き 役 災 視 軽 流

う 批 る る､ ぁ り- ､ お 品 人 に し ず 割 と 点 く 言

む 判 こ 一 一 一 朝 っ た で 特 の 言 へ そ つ ら を 朝 は な､

ご し の 二 鮮 た て あ 定 の が の の つ れ も 鮮 戦 つ 自
0

∴ : I-I-::-I-I:--I-∴二-_rLt_;-I;

I-十二-二_:I::-∴二二-=t I-

根 が､ 対- 誓 え 市 の､ は ぁ は 民 層 朝
ヽ

r': ::_It ･:::= -･: __ I=-={ ∴ -=ニー:;_iI

め で 相 　 基 つ 流 な 層､ 民
ヽヽ

る ぁ は 　 本 つ す い- と 衆

ま 　 っ 『 　 的 い 　r o な 　 く 　 の

で た 関

多 か 東 　 度

数 ら 大 　 は 自

の 　> 　 震 　 　｢ 警 　 で 定
＼_･.･.･.

｢ 的

人 そ 災 　 同 団 あ の 半

本

莱

る 　｢ 衆 　 の

｣ 　 民 　 の 　 排

と　衆　意　外

し 　 の 　 識 　 ナ

て 　 排 　 に 　 シ

こ　防

間 　､ 』 　 　 行 　 の 　 り 　 層 　 プ 　 戦

か
衛

ig

が 　 そ 　 の 　 　｣ 　｢ ' を 　 ロ 　 闘 　 的

か 　 の 　 な 　 　 で 　 装 　 そ 　 動 　 的 　 心 　 で

30

ヨ

鮮

人

慕

動

同

様

で

あ

る

(〕

い ナ 言

ナ　考

リ

リ

ズ

に 　､

ig 　 岩 副

ム い 歴

え' て 史

ズ 　 る 　 さ 　｢ の

ム 　 必 　 ら 　 自 　 真

ヽ一
めこ情て態

で　もの　特報　｣

大　多　数に　攻　撃
の　姿　で

ヨつ外
ヽ■IV

ナ　シる　九

○

は　な

ま

よ
の　流

て　も

軍　隊　に　よ　る　流　言　の　拡　大　や　虐　殺



そ　れ野　り　虐　ら　婦　近　　補員　-　牲　に　　憲憲　と　の　か

れ　た　収　得殺　､な　隣　こ　保　会　九　者　お　次･の　よ　殺　わ

ま　虐容　な　を　体　ど　に　の　存編　八　追　こ　に　軍貴　く　入　り

で 殺 所 　 い 　 よ 　 験) 住 　 頃 版 『 三 悼 　 な 　 六 　 隊 任 　 い｣

の　が　周　実　り　者　だ　ん　の　』　か年　二　わ　○　はで　わ

朝　そ　辺　態　詳　の　つ　で研

鮮 　 れ 　 の 　 が 　 細 　 証 　 た 　 い 　 究

人 　 で 　 村 　 明 　 に 　 言 　 こ 　 る 　 で

虐 　 あ 　 落 　 ら 　 明 　 に 　 と 　 地 　 顕

殺 　 る 　 に 　 か 　 ら 　 よ 　 で 　 域 　 著

に 　 ○ 　 一 　 に 　 か 　 つ 　 あ 　 研 　 な
､> 一

ヽ_

関 う 度 な に て る 究 の

す 　 　 収 　 つ 　 し 　 既 　o 者 　 は
し

る 　 　 容 　 た 　 た 　 存 　 ま 　( ､

実 て さ り｡ の た 小 研
地 れ し さ 文､･ 究

態 域 た た ら 字 地 中 者

の

に
内 　 　 朝 　 ○ 　 に 　 資 　 域

お
客 　 　 鮮 　 千 　 は 　 料 　 で

を け 人 葉､ が

充 子 を 県 公 伝

た

が 　 責-

､ 任 　 一 　 日

以 四 警 位

上 と 団 置 し

に
し

実 掘 下 の 文 え き

さ り げ 例 書 る 取

せ お 渡 で か 実 り
･ヽ･ ■-

_ヽ･.･....

た 　 　 し 　 言 　 ら 　 態 　 調

し
て 　 え 　 は 　 を 　 査

わ　志　知 か　主　や

件　実

行　店　人

増　委

31

犠

天鮮

下人

の暗虐

て　はれ殺

お､ て 　 を

こ 　 ま 　 の 　｢

な　っ　入官

っ　た　殺民

た 　 く 　 し 　-

官 　 官 　 〝 　 致

調　査　実　行　委　員　会『

が　大･高

)､関　東　大　震　災　六く　さ　れ　た　歴　史　-

一九　八　七　年　)

れあ氏周れ

た　時　期　だ　と

と　そ

あ　っ　た

｣
の

る
つ

衆午

のだ が

こ

の言

頃え
＼- ‥V

十関

わ　れ　な　く周　年　朝　鮮東　大　震　災

ど　が　そ　う

と　1　三

主　体　を

ヽ一

めづ負

し十ノ
を

て罪はる

へ　そ　のな　が　ら
殺　人　鬼

お　り　へ
を　重　く地　域　に｡　例　え

お　けば､殺　さ人　犠と　埼
で　あ　る

る千れ牲玉
○

学のの

聞

の　成

｡も　う

教先

員　に生'

限　ら　ず市　役　所

職の捕絶ばお

習

こ　な

果　は
.･1 1･･

地員充完対

莱しに 元

も'
に　し

虐　殺
見　て

たを
.ヽL y

る梶莱た者の

0り　お県　に人　び調　査朝　鮮

こ　し　研お　け　ると　』(育追　悼　事人　虐　殺

朝　鮮木　書 究　が　盛　ん

率　先　し
て　た



手 　 起 　 盤 　 日 　 わ 　 と 　 り 　 の 　 鮮 　 動 　 警 　 と

を　つ　と　晴れ　で　ま　示　人　の　察　し　埼

下 　 た 　 し･ て､ せ 唆 　 に 　 中 　 で 　 た 　 玉

し事て　日　き　独ん　を　目　では直に

た 件 存 露 た 　 占 　o 　 ぅ 　 を 　 も 　 な 接 お

人 　 と 在 以 朝 資 そ け 向 あ く 　 手 け

た み し 来 鮮 本 し て け き' を る

ち る､ の 人 や て 発 さ 　 ら 白 　 く 朝

が べ こ 排 に 大､ し せ か 警 だ 鮮

免　き　れ　外　対　地　｢ -ト_　､に　団　し　人
た

罪　で　が　的　す　主　H .R　自　さ　で　凶　虐
県

の

冒

韓
さ　し　戒　ナ　る　な　平手　_　警　れ　あ　行殺

併
れ　よ　厳　シ　偏　ど17｢

る う 令 ヨ 見､ 合 通 団 て り を 事の い' お 件

も｡ の ナ､ 支- 牒 組 る- こ で

の だ 施 り 蔑 配 以 で 織 と 般 な す

で か 行 ズ 視 階 来 あ 化 お 民 つ が

は ら に ム､ 級､ つ を 　 り 衆 て､

な と よ が そ の 絶 た ぅ､ で い こ

い い っ 民 し 影 対 こ な 震 し る の

に っ て 衆 て 響 主 と が 災 た 主 埼

し て あ の 警 を 義 は 　 し の 　 〇 人 玉

て 　 単 お 意 戒 　 う 　 的 い た 混 　 し 公 の

も 　 純 　 ら 識 心 け 天 　 う 　 の 乱 か は 事
､ に れ 　 の' て 　 皇 　 ま 　 は 　 の 　 し､ 件

こ　､た　中　さ　つ　制　で　内　申　調　軍　の

れ　直　結　に　ら　ち　の　も　務　で　査　隊特

は 　 接 　 果 　 基 　 に 　 か 　 も 　 あ 　 省 　 朝 　 活 　 や 　 徴

32

た 　 貴 　 人 　 　 朝 　 特

『任　び　こ　鮮徴

か 　 が 　 と 　 の 　 人 　 を

く　よ　』　頃　犠付

さ 　 り 　 で の 牲 け

れ 強 は 地 者 加
ヽ

た 　 く｢ 域 の え

歴 追 加 研 迫 る

史 及 害 究 悼 な
』さ者者も　ら

に れ で の か ば

は な あ 間 ね'

次 け る 題 て 地

の れ 村 の い 域

よ ば 人 と 　 た に

う 　 な は ら 　 ○ ぉ

に ら も え 　 け

記 な ち 方 　 る

さ い ろ だ 　 掘

れ- 　 ん が

て 　- だ 完

わ　れ　な　く　殺　さ　れ　た､払　い　下　げ　た　軍　の
と　述　べ　て　い　る｡　ま

り　お　こ　し　で　は

し　ば　し　ば



ば 　 分 　 で 　 と 　 こ 　 村 　 人 　 に 　 過 　 て 　 　 間 　 義 　 ら 　 察 　 い

し　で　は　ら　れ人　が　渡　去　'た　が　に　れ･る　以

ば　は'え　はた　被す　を　虐　だ　わ　毒　て　内　○　上

出　認-　て　単ち　害　こ　あ殺　し　い　さ　い務　ど　の

会　め　度　い純　も　者　と　ば　の､て　れ　る　省　う　よ

う 　 な 話 な な ま 　 で に い 構- 　 し 　 る 　 ○) し 　 う

- 　 が 　 し い 加 た 　 あ 　 よ 　 て 造 方 ま 　 民 軍 の て 　 に

と 　 ら て こ 害､ る 　 つ 追 を で う 衆 人 階 も 地

述 も く とIl 被 と て 及 単 地｡- や 級､ 域

べ 　 事 　 れ 　 を

て 実 た 意 日 者 う 容 る に 研

い は 人 味 本 の 意 所 た は 究

る わ が し 人 側 味 周 め と 者
- 面 　 と 辺 で ら は

- 　 か 　 こ 　 て 　､

を は の は え 地八 ら 度 い 被 も 違 虐 な て 域
○

な目　る害

そ い に｡Il つ っ 殺 い い 住

の と は 実｢ て て が- な 民

行 は 　 と 　 い 　 か

じ 　L O 　 ら

- ■

な 員 人 と る ま､ 実 の

経 れ い 会- 指 が つ 軍 行 聞

験 て と は と 摘､ た 隊 委 き

か し 拒- い し 虐 こ が 員 取

ら ま 否 聞 う て 殺 と 朝 会 り
' ぅ 　 し 　 き 　 二 　 　 に 　 か 鮮 　 は 調

しヽ

地 相 た と 項 る 加 ら 人- 査

域 　 手 　 り 　 り 　 対 　 　 わ 　｢ を 　 村 　 を

は 警 的 下 研
･ 察 支 部 究

は は 配 構 者

た民　と　造達

し 衆 い( も

て　で　ぅ　民妾

受 は 構 衆 徳

身 な 図- 相

だい　で　に　の

っ　の虐対枠

た か 殺 す 組
ヽ

の の る み

だ ま 原 上 を

ろ た 因 部 基

ぅ は･ 構 本
ヽ

か　｢責　造　的

､ 目 　 任 　( 　 に

と　本　が　軍踏

い　帝　と　隊襲

に 　 に 　､ の 　 立 　 七 　 つ 　 朝 　 村 　 人 　 通 　 　 う 　 国 　 ら･ し

お 　 し 　 日 　 中 　 で 　 ○ 　 た 　 鮮 　 人 　 の 　 じ 　 　 疑 　 主 　 え 　 警 　 て

33

を 　 い

不 　 フ

す　な

も　れ

の 　 ば

で 　'

す 　 日

0 　 本

~ 　 帝

国

主

義

の

罪

域純す収
＼-. ∨

害
｢

は＼- ∨

戟

か　さ
う　な

-ヽ､_ ∨

る
鮮香ら

業　が　い　か　に　民　衆　を　毒　し　て　い　た　か



の　認

だ　識

年　七

記　○ぞ 　 ○

34

＼>すと周念九シれこ会た陸同厳されノら

てる忠さ午行九ンののはOL港資司れ

｢

こわて記辛四ポ研シ萱

念実午ジ究ン田

くでる再シ行)ウ成ポ上

長

く　苦　し　め　つ　づ　け　て　き　た　｣加　害　と　被　害　の　両　面　を　も　っ

問　題　が　横　た　わ　っ　て　い　る　とた　問　題　と　し　て　位　置　づ　け　た

0びン香がム果ジの

研　究　の　動　向　に　戻

る　が､　七

○　周　年

ポ　ジ　ウ　ム　が員　会　編　『　こ出　版　さ　れ　るで　は　研　究　のが　共　有　さ　れウ　ム　に　て　当虐　殺　を　知　る

開　催の　歴
I,,^　　　' ､ カ専　門た｡時　の)｡ 体

さ　れ　る史　永　遠
同　書　は家　やま　た体　験験　者

地序をの

○
にシ域章請請

翌　年忘　れ
ン　ポ研　究で　紹っ　たが　聞

ずジ者介
(

け

に関』　(ウがしそる

は'　関東　大　震
日　本　経ム　の　記一同　にた　八　木れ　に　よギ　リ　ギ

東　大　震　災災　七　〇　周済　評　論　社録　集　で　あ会　し'　そケ　谷　妙　子っ　て　実　行U　の　時　代

るれも香だ

ば軍料令て七るお

ら関集部
ヽ- ‥V

OO

く係は詳る周

の史軍報〇午

ち　の　1　九　九料　』　-〜　Ⅲ隊　の　虐　殺　に｣　(｢　震　災　警資　料　を　編　集の　シ　ン　ポ　ジ

七巻つ
備

しウ

午
(

ヽIV

ノたム

､　松日　本て　記
為　兵

メ　ン

尾経さ
器

ヾヽノ

辛済れヲ

一監評　論

修社

の)

『　関　東
が　順　次

大　震　災出　版　さ　れ

た貴重な内部資料　｢同]関東戒使　用　セ

ル　事　件　調

に　み　ら　れ

に　は､　地　域　研　究る　よ　う　な　研　究　者

査　表　｣)　が　所　収
者　も　含　ま　れ　おの　連　帯　も　感　じ

七　〇　周　年　頃　に　は､

虐　殺　さ　れ　た　中　国　人　や　社　会　主　義　者　(　亀　戸　事



づ　思　間　並　　人　憲側　つ　朝　東　　殺　栄　○　『　さ　木　災　件

ら　う　題行妾　は　に　でた　鮮北　妾)事周　評れ　書　下)

い が 　 と 　 し の た よ あ と 　 人 人 に と 件 年 伝 た 店 の の
｡ ､ し て 主 だ る る 考 虐 も よ ま･ シ 　 権､ 中 研

妾 引 て 論 張 の｢ 自 え 殺 殺 れ と 亀 ン 平 カ 　 国 究

の 用､ じ は｢ 密 警 る 事 さ ば め 戸 ポ 揮 犯 九 人 も

こ 文 個 ら 三 巻 室 団- 件 れ｢ て 事 ジ 計 罪 九 虐 出

の に 別 れ 大 き 犯 に- 　 を た 研 論 件 り 七-- 殺 版

見 あ に る 事 添 罪 参 九 差､ 究 じ- ム-- 年 　 さ

≡至芸享要言至芸き書壷
二二._≡.-1=- --:-: I:I :幸二‥圭Ir…

)
｣ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　､ ヽ_../ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　｢

≡二二-I:-二.-一三_:I-I .
｣ 　(

ぜ

周 　' う 　 に 　 い

年 　 朝 　 こ 　 普 　 て

に　鮮　と

主 　 人 　 に 　 化

張　虐　批

さ　殺　判　れ　虐

れ 　 以 　 の 　 て 　 殺

て 　 外 　 主 　 し 　 と

い 　 の 　 眼 　 ま 　 他

た 　 研 　 が 　 う 　 の

こ 　 究 　 あ 　 こ 　 虐

と 　 が 　 る 　 と 　 殺

で 　 し 　 と 　 を 　 が

か

し 　 日 向　が

､ 時 主 　 は､ れ

中　が義　か　こ　た

国 遅 者 　 え 　 う 　､

人

虐　た

人 い は 　 っ し 沖 　 沖 殺 だ 大 事 の 子

や 点 加 て た 縄 　 縄･ し 和 件 か の

沖' 害 　 強 　 中 　 人 　 　 人 　 大､ 田 　 　E= 『

縄　官者　ま　で　も　　虐　杉　七　茂　隠　青　震

35

遍 朝　鮮

人さ

さ　れあ　る もさす

磨れるで

殺た傾社たと

会 さ

国
文

田で

仁殺
三

富あ朝人

虐　殺
木

さ
『

士
る鮮

ふ
れ負夫

○



と　わ作　異

36

に

中 　 の 　 か

む 　 場 　 し

ま 　 で

は　あ　る｡　そ　こ　で　は､　次　の　よ　う　に　い　っ　て　い　る｡

個　々 　の　生　命

け　で　も　な六　〇　〇　〇量　の　問　題質　の　も　のに　加　担　し

前　二　者

l　　　''ヽ一Lv　　カ人　以は　質を　無た　と

の　尊　厳　に　差　の

家　族　三　人　の

上　の　生　命　の　量の　問　題　で　あ　り

権　力　の鮮　人　虐接　虐　殺達　を　峻

密殺に別し

(

室辛nH力し著

負巳ズつ件担な冒書

理　に　同　質同　じ　で　あ戸　事　件'罪　で　あ　りは　日　本　官し　た　民　族け　れ　ば　な

レし′　-る大氏的ら

本　で　の　問　題が　強　調　し　た

しと杉自
1

巳ズハノなの
の

ヽ■-=V栄氏体罪
-ヽIVと

と

る命差辛並え辛族のでOLn ノ

は　ず　は　な'一〇
を　均　等

件　は　全列　化　すよ　う｡件　)　が内　の　階犯　罪　であ　り､

人
視

くる

.ヽLvの
す

異こ

し社
る

質と

､　異会　主
こ　と

の　もは　官

を　と　な　え　る義　者　の　生　命

は　で　き　な　い
の　で　あ　る｡憲　の　隠　蔽　工

官級あ国

憲

こ

問　題り､際　間

よ　るで　あ民　衆題　で

官　憲　のる　に　対が　動　員あ　る｡

完　全L tさ　れこ　の

な朝直目土｢

あ　げ　ら

逆　の　順　で

方　は　事　件
心　が　強　い

後　か　ら

こ　ん

よ　う　で　あ　る

認　識　は､五　〇て　き　た　よ　う震　災　研　究　は

八　〇　周　年　ま

戦　後　の　歴が　虐　殺　研

で　変　化　が　な

研　究　や　歴で　あ　り'

し

史　教　育さ　ら　に



共 　 よ 　 義 　 か 　 　 殺 　 か 　 人 　 え 　 う 　 身 　 ら 　 に 　 朝

有　つ　者　ら　こ　研　な　に｣　に　は　く　よ　鮮

さ 　 て 　 の 　 七 　 の 　 究 　 い 　 と 　 だ 　 な 　 距 　 る 　 れ 　 入

れ　さ　虐　○　よ　は｣　っ　か　つ　離身　ば虐

た　ら　殺　年　う　｢　と　て　ら　た　を　び　｢殺

と　に　の　経　な　朝　言　､と　中　と　い　社　だ

い 明 実 つ 問 鮮 　 う 　 朝 い 国 　 つ き 　 会 　 つ

え 　 ら 態 た 題 史 が 鮮 　 う 　 人 て- 　 主 た

る 　 か に あ を｣ ､ 人 こ' い を 義 　o

o に っ た 合 で 私 虐 と 　 沖 る あ 者 三

そ 　 さ 　 い 　 り 　 み 　 し か 殺 で 縄 の げ' 大

しれて　はつか　ら　は　さ　人だて　ま事

て' ～ ､ っ な す 民 れ､ ろ い 　 た 件

､ そ 新 朝 も い れ 族 な 東 　 う 　 る 　 は を

そ れ 資 鮮､ ○ ば 問 　 く 　 北 か 　 こ 　 そ 論

れ 　 が 　 科 　 人 　 以

が 　 さ 　 の 　 虐 　 上

虐 　 ま 　 発 　 殺 　 み

殺 　 ざ 　 兄 　 を 　 て

研 　 ま 　 や 　 中 　 き

究 　 な 　 各 　 心 　 た

の 　 立 　 地 　 に 　 よ

･ 題 て 人｡ ｡ の じ

妾 で 　 も 　 の せ 　 　 心 　 る

が は い 虐 つ し 情 研

期 な い 殺 か か 的 究

待 く の が く し 同 者
ヽ

ヽ

す 　 　 だ 　 事 　 新｢ 調 　 が
~｢

る　日　ろ件　し身者多

ピ 場 域' う 　 　 関 本 　 う 　 の 　 く 　 び が い

1 の 　 の 　 中 　 に

ク 　 研 　 掘 　 国 　'

だ 　 究 　 り 　 入 　 関

つ 　 者 　 お 　 や 　 東

た 　 た 　 こ 　 社 　 大

○ 　 ち 　 し 　 会 　 震

に 　 に 　 主 　 災

37
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追　及　に　主　眼　が　あ　っ　た｡　山　田　は　そ　の　講　演　の　な　か　で　｢　問　題　な　の　は､　日　本人　が　建　て　た　碑'　な　い　し　は　日　本　人　が　碑　文　を　書　い　た　碑　で､　日　本　人　が　殺　しま　し　た　と　書　い　た　も　の　は　ま　だ　ひ　と　つ　も　な　い　と　い　う　現　状　｣　で　あ　り､｢私　も日　本　人　で　す　か　ら｡　そ　れ　ぞ　れ　の　地　域　で　民　衆　が　朝　鮮　人　を　殺　し　て　し　ま　っ　てい　る　か　ら'　碑　文　の　筆　者　も　書　き　づ　ら　く　な　っ　て　し　ま　っ　た　の　で　し　ょ　う　｣　と言　い　二　六　次　の　よ　う　に　述　べ　た｡

な　ぜ　民　衆　が　朝　鮮　人　を　殺　し　た　か　と　い　う　と､　官　憲　が　デ　マ　を　流　し　た

か　ら　で　あ　り　ま　す｡　あ　る　い　は　習　志　野　騎　兵　連　隊　が　村　人　に　朝　鮮　人　を　殺せ　と　渡　し　た　か　ら　で　あ　り　ま　す｡　だ　か　ら　民　衆　が　朝　鮮　人　を　虐　殺　し　た　と書　い　た　上　で､　次　に　な　ぜ　殺　し　た　か　と　い　え　ば､　国　家　責　任　が　浮　上　し　てく　る　〔　中　略　〕　日　本　の　民　衆　が　有　終　の　美　を　為　し　て　ほ　し　い､　幸　い　け　れど　も'　自　分　が　殺　し　た　と　認　め､　そ　し　て　な　ぜ　殺　し　た　か　と　い　う　こ　と　につ　い　て　国　家　責　任　と　対　決　し　て　い　く　こ　と　で､　民　衆　責　任　を　果　た　す　こ　とが　完　結　す　る　の　で　は　な　い　だ　ろ　う　か　と　私　は　考　え　て　い　ま　す　二　七｡

引　用　に　お　け　る　山　田　の　｢　民　衆　が　朝　鮮　人　を　虐　殺　し　た　と　書　い　た　上　で　｣　と

い　う　発　言　は､　当　時　の　段　階　で　｢　日　本　人　｣　が　中　心　に　な　っ　て　建　て　た　震　災　関連　の　碑　に　は､　そ　の　よ　う　な　文　言　が　書　か　れ　て　い　な　い　こ　と　を　問　題　と　し　て　いる｡　山　田　が　批　判　し　た　碑　に　は'　実　行　委　員　会　が一九　九　九　年　に　建　立　し　た　慰
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る 　 よ 　 す 　 も 　 分 現Il 　 虐 　 こ 　 さ 　 朝 掘 後 　 し 　- 　 い 犠 動 発 含

○ 　 う 　 る 　 白 　 が 　 在｢ 殺 　 う 　 れ 鮮 　 し 　 こ 　 か 同 　o 牲 　 を 掘 　 ま

例 　 な 　 こ 　 己 殺 の 朝 の 　 し た 　 人 追 ○ 記｣ 異 者 報( れ
ヽ

え 　 問 　 と 　 を 　 し｢ 鮮 問 た 　 二 　 殉 悼 ○ 　 さ｢ 面 慰 告- 　 る

ば 題 が 　 同 た 　 日 　 人 題 碑 　 八 　 難 す 九 れ 観 は 霊 　 し 九 　 〇
O

､ 意 　｢ 　｣ 　 本｣ 　 は 　 が 　 　 者 　 る 　 年 　 て 　 音｢ の 　 た 　 九 　 実

松 識 日 化 と の/｢ 立 同 退 会 九 い 寺 八 碑 　 〇 八 行

尾 と 本 し 認 民 加 完 つ 碑 悼 　 月 な 住 子- そ 年 委

は､ の て め 衆 害 結 こ に の ほ に い 職 代 と の- 員

｢ 自 民 い る- ll - 　 と は 碑 う｢

こ 己 衆 る こ の｢ さ で 虐- せ 関

の の- ｡ と な 日 れ｢ 殺 が ん 東

歴 位 に そ を か 本 る 有 の 荒 か 大

史 置 課 の 必 に 人 の 終 主 川- 震

〔　づ　せ　上　要　目｣

関 　 け 　 ら 　 で 　 と 　 己 　 と

東 　 は 　 れ 　 民 　 し 　 を 　 い

大 　 他 　 て 　 衆 　 て 　 位 　 う

震 　 の 　 い 　 責 　 お 　 置 　 二

災 　 研 　 る 　 任 　 り 　 付 　 項

下 　 究 　o 　 と 　､ け 　 対

の 　 者 　 　 し 　 当 　 て 　 立

虐 　 に 　 　 て 　 時 　 い 　 の

殺 　 も 　 　 国 　 の 　 る 　 な

〕　共　　家虐　○　か

を 　 有 　 　 責 　 殺 　 さ 　 で

正 　 さ 　 　 任 　 の 　 ら 　 山

だ の 体 河 に 災

ろ美と　川　よ時

う 　- 経 敷 つ に

か に 過( て 虐
○ 向 が 東｢ 殺

か記京悼　さ

っ 　 さ 　 都 　 　 れ

てれ　墨　関　た

い 　 て 　 田 　 東 　 朝

る 　 い 　 区 　 大 　 鮮

の 　 る 　 八 　 震 　 人

だ 　 ○ 　 広 　 災 　 の

ろ 　 し 　) 　 時 　 遺
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所 　 つ 　 き 　 虐 　 た 　 年 　 ち 　 門 　 ら 　 の 　 　 く 　 の 　 日 　 の 　 た 　 国 　 あ 　 歴 　 し

在　て　取殺　の　の　も　家活　多　八　つ　心　本　刃　い･る　史　く

が 　 い 　 り 　 の 　 で 　 シ 　 そ 　 や 躍 　 く 　 ○ て｣ 人 　 を｣ 朝 　 日 　 普 学

共 つ 調 実 は ン の 地 し が 周 お 　 も 　 自 っ 　 二 鮮 本 及 習

有 た 査 態 な ポ 研 域､ 高 年 く 　 あ 身 き 　 九･ 人 遷 し

さ 　o が 研 い ジ 究 研 七 齢 の こ つ の つ と 中 だ 動 て

れ 参 困 究 か ウ に 究 ○ 者 シ と た 歴 け い 国 け を

て 加 難 は と ム 魅 者 周 だ ン も が 史 る う の の 活
()

お　者　に　七　恩　に　せ　が　年　と　ポ必　　の　こ　　民
-i

ゎ も ら 多 の い ジ 要 一 間 と ま 衆

参 れ い シ 　 う 　 ウ で 方 題 に

て よ ン こ ム あ で と 　 な

う ポ と に ろ 被

ジ 　 で 　 参 　 う

ち た に 　 ○ た っ 立

で 　 ○ も 報 時 た 場

の あ ま 参 告 に｣ か

再　果　態'に　ま　ろ　た　加　者　私

検 　 か 　- 　 八 　 よ 　 ま 　 う 　､ し 　 た 　 が

討 　 ら 　 の 　 ○ 　 つ 　 継 　 ○ 　 話 　 て 　 ち 　 感

を 　 間 　 追 　 周 　 て 　 続 　 お 　 を 　 い 　 は 　 じ

す 　 題 　 及 　 年 　 明 　 し 　 そ 　 聞 　 た 　 五 　 た

る 　 意 　 は 　 で 　 ら 　 て 　 ら 　 き 　 で 　 ○ 　 の

考 　 識 　 さ 　 は 　 か 　 参 　 く 　 に 　 あ 　 周 　 は

え　や　れ　す　に　加　､く　ろ　年　､

は 　 責 　 な 　 で 　 さ 　 し 　 七 　 る 　 う 　 の 　 参

な　任　く　に　れ　て　〇　人　､頃　加

か　の　な　聞　た　い　周　た　専　か者
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あ 　 　 し 　 田 　 る 　 沖 　 牽 　 を 　 研 　 に

て 　 ま 　 よ 　 昭 　 が 　 縄 　 引 　 迎 　 究

は　た　う　次､人　し　え　者　る

め､と　が　沖　や　て　る　に　o　と　過　家　て　特　く　虐

ら　地　呼　い　縄　障　き　時対　安　い　程　責　き　に　さ　殺　つ震

れ　域　び　う　人　害　た　に　す徳　う　で任　て　聞　ん　の　人　災

る　研　か　よ　や者代　は　る　相　二　私　を　お　き　あ　実　だ　の

こ　究　け　う　障　な　わ　必批　の　項　が　迫　り　取　る　態　け　虐

と　で　て　な　害　ど　り　要　判　三　対　問　及　'り　が　が　で　殺

に　の　応　｢者　の　に　だ　と　大　立　題　す　そ　調　)　明　は　研

よ　聞　じ　加　に　死､っ　し　(　的　と　る　れ　査　こ　ら　な　究

つ 　 き 　 る 　 害 　 目 　 は 　 朝 　 た 　 て 　 五 　 な 　 す 　 よ 　 ま 　 の 　 と 　 か 　 く 　 を

て　取　だ　者　己　か鮮　だ　は　大　設　る　う　で　間　が　に　'ふ

'り　ろ　で　の　え　人　ろ　有　)　定　点　に　の　題　わ　さ　地　り

失　調　う　あ　ア　り　の　う　効　事　が　は　な　間　(　かれ　域返

わ　査　か　る　イ　み　｢か　だ　件研'っ　題　体　る　て　研　つ

れ　の　0　日　デ　ら　巻　o　っ　批究加　て　意験　○　き　究　て

る　豊　　本　ン　れ　き　妾　た　判　者　書　き　識者　そ　た　者　み

間　富　　人　テ　な　添　の　か　は　のIf

題 　 な 　 　｣ 　 ィ 　 く 　 え 　 批 　 も 　､ 間 　｢

( 　 成 　 　 と 　 テ 　 さ 　｣ 　 判 　 し 　 玉 　 で 　 日

な 　 果 　 　 し 　 イ 　 せ 　 に 　 は 　 れ 　 ○ 　 前 　 本

い 　 が 　 　 て 　 を 　 た 　 な 　 朝 　 な 　 周 　 提 　 人

し 　､ 　 国 　 重 　 ○ 　 っ 　 鮮 　 い 　 年 　 に｣

は 　 こ 　 　 家 　 ね 　 日 　 て 　 人 　 が 　 の 　 な 　/

す　の　　責　る　本　虐　虐'時　つ　被

ぼ枠　　任　人　人　殺殺　七　の　て　害

め 　 組 　 　 を 　 に 　 で 　 さ 　 研 　 〇 　 日 　 い 　 り

ら 　 み 　 　 追 　' は 　 れ 　 究 　 周 　 本 　 る 　｢

れ 　 に 　 　 及 　 山 　 あ 　 た 　 を 　 隼 　 人 　 点 　 朝
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午 手 午 本 午 菓

前 斧 前 刀 後
- 棒- 梶 時

○ 等 ○ 棒 間

時 を 時 等 不

過 以/ を 明

頃 て 印 以/

/ 殴 旗 て 東

香打郡殺葛
匡雪

取 殺 成 口 飾
害 す

郡 す 田｡ 郡

佐｡ 町 　 　 浦

原 　 　 停 　 　 安

町 　 　 車 　 　 町

害 ③ 殺 ②/ ①

す　四　人　三　猟二　◎

〇 　 日 　/ 　 日 　 銃 　 日 　 横

正　目　午を午　浜

午本前以後

頃 刀- て-

/ を ○ 殺 二

横以時害時

浜 て 頃-/

市 殺/ 外 橘

堀 害 高 一 樹

之 す 座 名 郡

内 　 ○ 郡 に 川

町 　 　 茅

/ 　 　 ケ

崎

梶

傷崎

害町

二小

土

呂

立　~'尾　■~ー

を 　 　 打

郡 斬 町 し

防⑮　河⑭　二

附　四　中　三/

近 　 目 　 に 　 日 　-

/ 午 て 夜/

五 前 　 日 　- 殺

/ 　 二 　 本 　 一 　 人

二 時 刀 時/

// を/ 鳶

殺 府 以 芝 口

人 下 て 区 を

/ 南 後 新 以

鳶 足 頭 広 て

口 　 　 部 　_ 　 乱

イ　四　八　番　地　/　l　一/　l場　構　内　/　六　/　二　/　騒　擾役　場　/　五　/一/　騒　擾　殺

/一/　殺　人　/　棒　を　以　て　殺町

田　橋　附　近　/　1　/　l　/

/一/一六　/　殺　人　傷　害

梶　棒　を

猟　銃
小　山

付　殺
江　北

を
檎

害
秤

以

以
附

す
大

て

字　鹿　沼　池　内　旧　荒　川　堤
殴　打　殺　害　す｡て　射　殺　す｡

近　/一/〞/　殺　人　/



川　⑨殺⑧/⑦人　⑥　人　⑤　鳶④ /

に　六　人　五　軍　五未　四　/　四　口

投 　 日 　/ 　 日 　 隊 　 日 　 逐 　 日 　 金 　 目

入午針午が午　七　時
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殺四

人目

/午梶午剛

目前棒後秩間
/

前被後

本　刀を　以
四　時

､　鳶
不　明

日　本
二　時

害　者
一時

時て/

鳶
頃

殴
港

口'/
刀　を

頃

口/
打

上
硝

等
東

殺
郡

千

東　葛　飾

に　て　殺　害　す｡
葛　飾　郡　浦　安　町　/　九　/　二　/　騒　擾　殺　人　/

害　す｡
三　川　村　巡　査　駐　在　所　/　六　/一/　騒　擾　殺

壕　等　を　以　て　殴　打　殺　害　す｡
郡　八　幡　町　八　幡　国　道　地　先　/一/　二　/　殺

以　て　殺　害　す｡
/

東　葛　飾　郡　南　行　徳　村　/一八　/　三　/　騒　擾　殺　人

金　に　て

を/後

前　1　0　時し　て　殺　害

保
千

辛/す

護　の　為　め　同　行　途　中　殺

害　す｡

葉　郡　検　見　川　町　巡　査　駐　在　所　/一/　三　/　騒　擾
に　縛　し　竹　の　棒､鳶　口　等　に　て　殺　害　す｡東　葛　飾､福　田　村　/　八　/　八　/　騒　擾　殺　人　/　利　根0

◎　浦　和

①　五　日　午　後　三　時　/　大　里　郡　妻　沼　町　巡　査　部　長　派　出　所　/騒　擾　殺　人　/　日　本　刀'　薙　刀　等　を　以　て　殺　害　す｡

四　/一/

◎　前　橋

①　四　日　午　前　四　時　頃　/　高　崎　市　高　崎　停　車　場　構　内　/　二　/

/　傷　害　致
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傷/七　◎

害被　目　福
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す電時
0

報　半
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達　西
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人五　致　五　◎
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梶頃梶頃
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等足等下
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投 一 等- が 九 金 四 鳶

付 ○ を ○ 被 時 熊 時 口

け 時 以 時 害/ 辛/ を
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殺 多 殴 多 を 馬 バ 馬 て
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家

中
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村
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野
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幡
す｡

町
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連　出　し　て　殺　害　す｡
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関　し　て　は　千　葉　の　⑧　に　該　当　す　る　が､　こ　れ　も　沖　縄　人　が　殺　さ　れ　た　と　い　う　こと　が､　こ　の一覧　か　ら　は　わ　か　ら　な　い｡震　災　下　の　虐　殺　を　研　究　す　る　研　究　者に　と　っ　て､基　本　資　料　と　な　る　こ　の　表　は､虐　殺　さ　れ　た　被　害　者　の　背　景　が　わか　ら　な　い　の　で　あ　る｡　単　な　る　｢　巻　き　添　え　｣　に　よ　る　死　者　は　当　時　も　今　も､そ　の　死　の　背　景　に　つ　い　て　多　く　の　人　が　関　心　を　も　つ　こ　と　は　な　か　っ　た｡



反　に　大　だ　　る　葉　さ　宇　除後　府　い
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○ 　 て 　 聾 　 教 　 の 　 教 　 取 　 口 　 橋 　 い

物　手　学　育運育　る　話村　く
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よ 　 て 　 助 　 年 　 て 　 義 　 九 　 界 　 た 　 え 　 め

つ 　 言 　 が 　 に 　 の 　 務 　 二 　 か 　 こ 　 が

て 　 菓 　 中 　 成 　 対 　 化 　 三 　 ら 　 と

ケ

I

シ　語　法

ヨ 　 と 　 普 　 話

ン 　､ 及 　 普

を 　 口 　 運 　 及 　 よ

成 　 形 　 動 　 会 　 じ

立 　 か 　 が 　 の 　 よ 　 校

さ 　 ら 　 展 　 川 　 に 　 令

せ　言　開　本排　以　道　と
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虐　殺
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う 　 に 　 物 　 ラ 　 ら 　 　 ろ 　 く

に　震)　』　れ　驚　う　知

語 　 災 　 が 　 で 　 て 　 い 　 と 　 ら

る 　 に､ は 虐 　 た 　 思 　 な

○ 遭 教､ 殺 　 こ 　 つ 　 か

遇員　登　さ　と　て　つ

す　に場れ　の　い　た

る 　 な 人 た 　 こ た 　o

o 　 る 物 話 つ か 素

そたでが　め　ら　朴

の め あ 登 が で に

時 に る 場､ あ ろ

の 東' し 関 る 　 う

様 京 も た 東 　 ○ 者

子 　 聾 　 と 　> 　 大 　 　 の
｣

を 唖 高 と 震 　 教

大 学 橋 で 災 　 育

阪 校 の ぁ 下 　 は

に の 生 る に 　 手

帰 　 師 　 徒 　｡ ろ 　 　 話

つ 　 範 　 で 　- 　 う 　 　 に

た 科 あ わ 者 　 　 よ
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で 勉 一 指 朝
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【『　わ　が　指　の　オーケ　ス　ト　ラ　』　の　虐　殺　シー　ン　】
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○ 　 れ､ 名 　 さ 　 し 　 殺 　 の
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(　b　)　桜　木　町　方　面

一日　午　後　零　時　桜　木　町　五､　薬　種　商　ヨ　リ　出　火　シ　漸　次　北　進　シ　テ　音　羽

町　九　丁　目　二　延　焼　シ､午　後　二　時　十　分　鎮　火　セ　リ｡セ　リ｡　又　新　諏　訪　町　ノ　火　道　ハ　北　進　シ　テ　新　諏　訪　町町　ノ一部　ヲ　焼　キ　午　後　三　時　半　二　至　リ　テ　止　ム｡
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位　西　南　二　変　ジ　テ　本　郷　元　町　二　延　焼　セ　シ　ガ､水　道　橋　付　近　二　於　テ　鎮　火
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○ 言 メ 　 バ 五 春 シ 人 査 　 ヲ 　 之 源

､ ' 時 　 日 　 タ 　 ヲ 　 ヲ 　 要 　 ヲ 　 地

就 　 且 　 其 　 三 　 町 　 レ 　 泣 　 請 　 ス 　 井 　 ニ
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小　石　川　大　塚　警　察　署　の　報　告　書　二　三　に　は　次　の　よ　う　に　記　さ　れ　て　い
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ン　ト　ス　ル　ノ　計　画　ア　リ　｣　ト　ノ　流　言　始　メ　テ　起　ル　ヤ､　民　心　之　ガ揺　シ　テ　自　警　団　ノ　発　生　ヲ　促　シ'更　二　鮮　人　二　対　ス　ル　迫　害　行　ハバ､本　署　ハ　鮮　人　ヲ　検　束　ス　ル　ノ　必　要　ヲ　感　ジ'即　日　管　内　ヲ　物'八　十　五　名　ヲ　署　内　二　収　容　セ　リ｡然　ルニ民　衆　ハ　却　テ　之　ヲ　憤害　ヲ　試　ミ､一巡　査　ノ　如　キ　ハ､頭　部　二　殴　打　傷　ヲ　負　フニ至　レク　テ　自　警　団　ノ　行　動　ハ　益　々　常　規　ヲ　逸　ス　ルニ至　リ　シ　カ　バ､翌二　其　取　締　ヲ　厳ニシ､戎　凶　器　ノ　携　帯　ヲ　禁　止　ス　ル　ト　共　二､其招　致　シ　テ　警　告　シ　タ　ル　ノ　ミ　ナ　ラ　ズ､同　四　日　以　来　軍　隊　卜　協　力凶　器　ノ　領　置　及　ビ　違　反　者　ノ　検　束　ヲ　行　へ　ル　結　果､漸　次　穏　健ニリ

小　石　川　区　内　の　警　察　署　で　朝　鮮　人　に　関　す　る　流　言　を　捕　捉　す　る　の　は､早　い
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とた最度唖､に第三;;芸芸志芸宝器芸芸f=o呈
≡呈≡

記 　 ○ 終 の 学 原 生 一 雄､ で を 異 は え し り や だ か

し- 学 　 校 因 ま 学｣ 在 き 提 な 殺 ら た､ 保 し っ

て 九 年 覧 に は れ 年 の 学 る 供 る 害 れ｣ 彼 安､ た

あ 二 の 　 三 人 脳､ と 名 生 　 ○L o さ る 　 二 等 組 加 可
九

る 〇 時- 学 打 本 し が と 東 て し れ 　o と が 合 害 能

が 年 は で し 撲 籍 て あ 卒 京 い か た 　 ぁ 職 の 者 性
､ 度 　' は 　 た 　 に 　 は 登 　 る 　 業 　 聾 　 る 　 し 　 人 　 　 　 　 人 　 主 　 は 　 も

り
- 　 の 　 裁､ 　 ○ 　 よ 　 大 場 　 ○ 　 生 　 唖
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物 　 　 　 　 や 　 導 　 ど 　 考

も　っあ　る

｢　自

衆　｣



じ 　 つ 　 こ 　 て 　 た 　 唇 　 自

て 　 き 　 と 　 い 　 当 　 に 　 撃 　 た

も 　 つ 　 は 　 る 　 時 　 よ 　 団 　 だ

ら 　 け 　 ほ 　o 　 は 　 つ 　 の 　 し

え 　 ら 　 ば 　 が 　 夜 　 て 　 誰 　､

ず　れ　不　な　間　相　何発

殺 　 る 　 可 　 り 　 で 　 手 　 に 　 声

害 　 ○ 　 能 　 た 　 あ 　 の 　 応 　 す

さ 　 地 　 だ 　 て 　 り 　 主 　 じ 　 る

れ　方　ろ　る　､張　ら　こ

た 　 出 　 う 　 白 　 日 　 を 　 れ 　 と

事　身　○　警警読　た　が

例 　 者 　 ま 　 団 　 団 　 み 　 か 　 で

も 　 の 　 た 　 の 　 は 　 と 　 ど 　 き

あ　日　発　言複　ろ　う　た

る　本す乗　数　う　か　か

か 　 入 　 る 　 を 　 人 　 と 　 は 　 ら

ら 　 が 　 言 　 読 　 い 　 し 　 疑 　 と

で　方葉　唇　て　た　わ　い

あ 　 言 　 に 　 に 　､ と 　 し 　 つ

る 　 に 　 も 　 よ 　 武 　 思 　 い 　 て

○ 　 よ 　 非 　 つ 　 器 　 わ 　 〇 　､

つ 　 常 　 て 　 を 　 れ 　 お 　 関

て 　 に 　 冷 　 持 　 る 　 そ 　 東

'厳静　つ　が　ら　大

日 　 し 　 に 　 て 　､ く 　 震

本　い　理殺　虐　家　災

人 　 要 　 解 　 気 　 殺 　 中 　 下

と 　 求 　 す 　 立 　 さ 　 は 　 で

信 　 が 　 る 　 つ 　 れ 　 読 　 の

れ　可　詰　る　啓　が　　｢反　記前九

る 　 能｣ 　 と 　 し 　 あ 　- 　 亡 映 　 事 掲 二

〇 　 で 　 に 　 講 た 　 る 　 覧｣ し 　 に 『 二

あ　よ　堂こ　○以　と　て　あ東年

り 　 つ に と 　 こ 外 だ い 　 り 　 京 度

､ て て を れ で け る' 朝 の

皇 話､ 記 　 は は 記 　 　 さ 　 日 　-

后 し 皇 念 一､ さ 九 ら 新 覧
i 副

の て 后 し 九 行 れ 一 に 聞 三

前 い の て- 啓 て 丁 仕 』

で る 前 学

話 こ で 校

を　と　家で

す が 中 作 ○

る わ 義 成 月 大

こ か 雄 さ 　 　 正

と 　 る- れ 九 上
/ヽ

か 　 ○ 当 た 　 日 年

ら 中 時 も に 十

も 途 尋 の 皇 月

優 失 常 で 后 十

等 聴 科 あ が 九

生 者 第 る 東 目

だ 　 の 　 四 　 一 　 京 　 』

九

し＼

の　職

か
｣ 状

に も と 況

四

が
L L

は 　 　 　 　 　 -

､ れ て 仕

卒
な清立

い 　 水｣

業 　｡

後

方　に

震　で　か

っ 家 学 五 　 聾- 　 の 災 働 わ

た 中 年｡ 唖 　 　 　 状 後 い つ

と 　 は 　) 　 こ 　 学

考 　 発 　 が 　 れ 　 校

え 　 声 　｢ に 　 に

ら 　 が 　 音 　 よ 　 行
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況　の　てて

と 　 状 い い

し 　 況 　 た 　 た

て 　 を 　 と 　 ○

五　年

記　念　帖
七　年一

る

で　は事　を

変　え　た
度　の一

〇

質

で　は

卒　業　後　の

｢　大　工



つ　れ　家語　て

た 　 る 　 中 　 ら 　 『 　 家

○　が　のれ　殿　中

'死た　坂　義

ど 　 は 　 三 　 之 　 雄

の他　六　友の
0

よ 　 の 　 　 』 　 死
･ヽ一一

う 　 災｣ 第 　 は

な　害
の

学 に 資 七 当

生 よ 料 号 時

で る は の の

ぁ 死 東 な 東
■   -

っ 者 兄 　 か 京

た と 聾 で 聾

か と 唖｢ 唖
･ も 学 鮮 学

ま に 校 入 校

た｢ 同 　 と 　 校

虐 不 窓 見 長

殺 幸 会 遠 で

のの誌　は　あ

背方で　れ　る

景々　あ　殺小

は｣ る 　 害 　 西

語 　 と 　o ｣ 信

ら 　 し 　 そ 　 さ 　 八

れ 　 て 　 こ 　 れ 　 に

な 　 語 　 で 　 た 　 よ

か 　 ら 　 は 　 と 　 つ
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【一九　二　三　年一一月　二　五　日　(　二　四　日　夕　)　『　報　知　新　聞　』】



七 　 義 　 か

そ　年　務　ら

れ 　 三 　 は 　 公

で月　な　教

も 　 の 　 く 　 育

同 　 学 　､ -

勅校　実　の

令教　際　道

に 　 青 　 に 　-

よ　法　義　歩

八

と

逮

5ざ

る

唖　会　し不　務　盲　　合　な　者語語1

学 事 た 徴 　 が 唖- わ 空 は 　 に こI

校 業 中 収 及 学 九 さ 間 死 重 が｣

と 的 村 の ぼ 校 二 れ の と 点 で と

し 性 満 原 　 さ は 三 た な 隣 が き

｡ て 格 紀 則 れ 盲 年 の か 合 置 る

学 を 男 が､ 学 八 か で わ か か

校 混 に 及 公 校 月 表､ せ れ 否

教 清 よ ぼ 立 と に 災

育 さ れ さ 盲 聾 盲

へ せ ば れ 学 唖 学

と て､ た 校 学 校

つ 　 か 　 務 　 み 　 ロ

て 　 ら 　 教 　 は

学で　育　じ

校 　 あ 　 化 　 め

数 る が た 勅

近

代

や 三 な と 令 化

就 九 　 さ 言
○

き 　 同 　 三 　 及 　 校 　 及

た 　 令 　 七 　 び 　 に 　 聾
○

日 　 は 　 　 聾 　 分 　 唖

本 　｢

後

の

ろ

う

敬

書岩

ろ 　 だ 　 て か
-ヽ

フ 　 つ い で

者 た た ぁ

は 　 o  o
り

｢ 　 - 　 そ 　 ､

目 　 方 　 の 　 も

本で限　つ　日

芸警芸芸L̂FxqtED=三三

･t- 喜= t=__ -_tl :-_- -- -i-I_ I-: :I-_ II I-I

し 　 後 　 し う 　 る 度 く 　 の そ れ れ

た 　 　 で､ 教 制 を 学 盲 の 道 た
o 　 　 ぁ 勅 育 度､ 校 唖 予 府

勅 　 　 り 　 令 は 　 で 盲 的 学 　 科 県

令 　 　' で 慈 　 あ 学 性 校 　 に 　 に

以 　 　- 　 は 善 　 つ 　 校 格 　 を 　 授 設

前 　 　 九 　 就 事 　 た･ と 　 研 　 業 　 置

は　　四　学業｣　聾　社究　料　義
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に

ふ

れ

こ 　 て

れ　お

に　き

よ　た

り 　 い

ヽ 　 　 　 　 　 ○

の 　 東 　 お 　 え

条 　 大 　 い 　 ぼ

件　震　て　文

と 　 災 　' 字

し　時　関　言

て 　 と 　 東 　 語

の 　 五

条　十

件　円

は　五

' 十

｢

ど は 大 で 日 銭

の 異 震 は 本 と

よ な 災 な 語 い

う 　 る 　 暗 　 く 　｣ 　 つ

に　日　の音こて

向 　 常 　 ろ 　 声 　 標 　 み

き 　 的 　 う 　 言 　 準 　 ろ

その

す
に

勅　令

い　う　問　い　が　規　定　す　る　｢

節　　震災　後　の　ろ　う教育東　大　震　災　時　に　自　警　団　が　詰　問　し



九 　 人 　 　 を 　 学 の 　 小 　 口 　 に 　- 　 う 　 て 　 で 　 　 た 　 ら 　 前 　 立 　- 　 公

二　物　そ崩　校　は　西　話後　九　に　お　は　一　〇　に　が　一　七　立

六 　 で 　 の 　 し 　 教- 　 信 　 法 者 　 二 な 　 り 　' 九 　 　､ 一 　 五' 校

年 　 あ 　 川 　 て 　 諭 九 　 八 　 普 　 の 　 五 　 つ 　､ 同 　 四 　 　 ろ 五､ 私 　 は

四 　 る 　 本 一 　 に 二 　 は 及 研 年 た 　 こ 　 令 二 　 　 う 　% 　 計 　 立 一

月　が　は九　就五　口　運究　に　こ　の　を年　　教程六　二〇

' 勅 二 任 年 話 動 会 は と 　 頃 坂 の 　 　 青 だ 三 〇 校

- 彼 令 五 　 し か 　 法 が 　 で 　 日 　 が 　 か 　 り 　 東

日 　 の の 年 　 た 　 ら 　 に 展 は 本 　 う 　 ら 返 京

の 　 ろ 草 三 川 だ 　 は 開' 聾 か 　 ろ 　 り 　 聾

『　う　案月　本　っ　消　さ　前　口　が　う　教唖

東 教 起 に 　 に た 極 れ 述 話 え 教 育 学

京　青　草辞　教　四　的　た　し　普　る　育研校

朝　観者職　育　三　で　o　た　及　凶

日 　 と で し 方 　 ○ ぁ 当 　 と 会 二
〇

新　は り 　 時 　 お 　 と

聞 　 ど 　 り 　 四 　 を 西､ の 　 り 　 そ

- の､ 四 　 め は 同 東 川 れ
○

ヽ

に 　 よ 　 勅 　 　 ぐ 　 　 校 　 京 　 本 　 ぞ

｢ な 後 　 　 て 九 　 口 　 唖 之 研

っ 　 も 　 の 　 　 批 二 　 話 学 介 究

ん　の　ろ　　判四　学校　ら　会

ばだ　う　　さ　年級　の　が　が

四
は う 令 　 つ 一 で 聾 宇 れ 年

■■

に

は

冒

本
の つ 教 　 れ か が 校 中 誕 聾

子 　 た 　 育 　 　､ ら 　 開 　 長 　 心 　 生

供 　 の 　 界 　 　 ま 　 東 　 設 　 で 　 と 　 し

も　か　の　　た京　さ　あ　な　た

も 　 ○ 　 中 　 　 体 聾 　 れ 　 つ 　 り 　 ○

の 　 一 　 心 　 　 調 　 唖 　 た 　 た 　､ 特

哩

教

に 　 っ 校､ 程

おた　に　計だ

けの　な　三が

る が 　 つ 　 八､

方､ て 校 勅

紘- い 　o 令

に 究 編 　 論 九 る 　- 以

お 　 実 　 『 　 　 も 　 二 　 四 　 九 　 後

け 践 聾 　 　 こ 六 　 〇 　 三 の
○

る の 唖 　 の 年 　 九 一

方　時　学

法機　校

論　が　初
四

が 得 等 　 追 五 学 国 年

激 ら 部 　 及% 率 立 で

し れ 各 　 さ に に- は

く た 科 　 れ な 関' ､

議 　 と 　 指 　 　 る 　 　 し 　 公 　 国
i≠≡

論 意 導 　 よ た て 立 立

さ 義 の 　 　 つ 　 四 は 四 一

れ 　 を 　 変 　 　 に 　- 　 勅 　 七､

る 　 述 　 遷 　 　 な 　 ○ 　 令 　､ 公

よ 　 べ 　 』 　 　 っ 　 さ 　 以 　 私 　 立

＼
~　J

′法たあ

育　会

頃　か　ら
こ　まlhT■　　　　　古▼

九　二　四年　で　は
ま　た　就



と　筆　　化個　か来　け　全居枢　　つ　も　り　と　等　耳　載　が

し　記　口　の　独　ら　る　ば　く　ら　た　川　い　同､が　の　が　さ　言

て を 諸 共 立 話- ､ 障 ず る 本 て 様 例 で 発 聞 れ-

述 養 法 有 し す と 発 害､ べ は､ で え 　 き 音 こ て る

べ 　 う 　 に 　 と 　 た こ 述 音 を 又 き､ 手 あ ぼ る 器 え い

ら 　 方 　 っ 　 発 　 国 　 と 　 べ 　 も 　 受 　 発 　 部 　 ま 　 詰 　 る 　 一 　 と 　 官 　 な 　 る 　 口

れ 法 い 展 民 が る 出 け 音 位 ず 法 　 〇 九 主- 　 い 　 ○ 話

て と て と- 　 で 　o 来 て 器 の｢ に 同- 張 に の 内 法
ヽ

い 述 は を｢ き 前､ 居 官 脳 聾 つ 論- す は は 容 教

る べ､ 分 社 る 述 言 な 並 皮 唖 い 文 年 る 支 　 し は 育

点 る 相 担 会 と の 葉 い に 質 者 て は に｡ 障 よ､ の
iiiiA

が が 手- 　 国 い 記 も 者 之 も は も' 出 　 こ が 　 う 聾 有

注､ の さ 家 う 事 い で と､ 聴 う 川 さ 　 の な が 唖 難

目　特話せに主

さ　に　を　る厄張

か 本 れ 主 い な 者 さ

れ 思 視 こ 介 で 　 う 　 る

る想覚　と　をぁに様散る　に　白　る
○ 　 を 的 　 を か 　 る､ に 　 に 運 は 痴 の

こ 発 に 　 目 　 け 　o 脳 な 是 動 殆 性 で

れ 連 理 指 な 教 や り 等 中 ん 唖 以
岩岩

は 　 さ 　 解 す い 　 目 　 発､ を 枢 　 ど 者

手 せ し｡ 者 目 音 発 刺 も 何 で

詰 る､ 　- 的 器 語 戟 殆 等

法 の そ 　 に は 官 中 し ん

に に こ 　 さ 　7' に 枢 て ど
ろ

対 適 か 　 て ぅ 障 は 働 生

す し ら 　- 者 害 発 か 理

る た 発 　 社 を は 達 せ 的

せ

批　方　声　　会　｢な　し　て

判 　 法 　 と 　 　 文 　 一 　 い 　 て 　 い

し ヽ 　｣

で 　 が 　 の 　 と

川 　' ､ ｢ い

る の 本 聾 言 聾 う

ろ 論 の 唖 葉｣

ぅ 文 な 学 を と 川本
-｢

校覚唖宇

こ 　 け 　 語

ま 　 て 　 中
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法
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に想なとさ最

もをりはせさも

出るら

じ分表莱にに

共　通

伝　達っ　てり'手

の　為
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請

円

てに堤得は'　｢的め
満

お塞にな
1

なの
な

り頓困
tヽLV辛般る辛

る

｢聾　唖

し難｣請社言請
交
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共
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を
底
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的辛をめ

あ
似確そ

る
はにの

ヽ一
力

複伝田,3
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雑逮悲

｣'｢ 田,3
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こ

彼
を

抽　象　的　な

法　へ

概

の　批

判

批　判　さ　れ

た

系　が　存　在　しめ　に一般　社際　｣　は　望　め

川　本　の　口

民　｣　と　し　て

忠○て会な請

等　を現　在い　るに　おい　こ法　に

理で
は　二

解ま

等
進

つ

の
めあ

範
る
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見　出　す　こ　と　が　可　能　だ　っ　た　か　も　し　れ　な　い　が'　ろ　う　者　を　｢　正　常　者　｣　に　近付　け　る　た　め　の　教　育　で　は｢　運　悪　く　｣殺　さ　れ　た　と　位　置　づ　け　ら　れ　て　し　ま　う｡つ　ま　り'　口　話　法　教　育　の　隆　盛　期　に　お　け　る　音　声　言　語　の　支　配　は､　家　中　の　死を　不　可　視　に　さ　せ　た　と　考　え　ら　れ　る｡
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化　政　策　だ　と　批　判　す　る　こ　と　は　容　易　で　あ　る　が､彼　が　目　指　し　た　の　は　聴　者　とろ　う　者　の　｢　円　満　な　る　交　際　｣　だ　っ　た｡　こ　の　｢　円　満　な　る　交　際　｣　の　現　代　版は　ど　の　よ　う　な　あ　り　方　が　可　能　だ　ろ　う　か｡　東　日　本　大　震　災　に　際　し､　地　震　や津　波　の　緊　急　を　伝　え　る　サ　イ　レ　ン　の　音　や'　避　難　所　生　活　に　お　い　て　灯　油　の　配給　に　回　る　車　の　ス　ピ　ー　カ　ー　音　を　把　握　で　き　な　い　人　た　ち　の　生　活　の　苦　労　に　つい　て　想　像　し､　知　ろ　う　と　し　た　聴　者　は　ど　れ　だ　け　い　た　だ　ろ　う　か｡　川　本　が　批判　し　た　社　会　は　聴　者　と　ろ　う　者　の　隔　絶　し　た　社　会　で　あ　る　が､　現　代　は　そ　の　よう　な　社　会　に　な　っ　て　い　な　い　だ　ろ　う　か｡　聴　者　に　と　っ　て　近　く　に　い　る　ろ　う　者が　不　可　視　で　あ　る　時､　そ　れ　は一つ　の　音　声　言　語　に　よ　る　支　配　の　社　会　だ　と　いえ　る｡
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も 　 　 の 　 し

し 　 て 　 い 　 左

一 　 一 　 屑

人　人　を

の 　 に 　 日

右　斬　本

肩 　 り 　 刀

を　付　に

突　け　て

き　殺　斬

群 　 　 肩 　 　 　 　 殺 　 害 　 り

衆 　 　 を 　 　 　 　 害 　 し 　 付

に 　 　 竹 　 　 　 　 し 　 　 け

率 　 　 の

先 　 　 棒

し 　 　 　 に

殺

害

し



審　な　者　　と　員　殺　警　ど　か駐　た　自　っ　　殺　に　見

は 　 つ 　 の 　 さ 　 い 　 の 　 さ 　 察 　 が 　 ら 　 在 　 の 　 警 　 て 　 前 　 害 　 向 　 川

終 　 て 　 名 　 て 　 う 　 説 　 れ 　 が 　 そ 　 だ 　 所 　 で 　 団 　 い 　 述 　 後 　 か 　 町

結　い　前､五　得　て　朝　う　o　ど　は　側　た　の　す　っ　の
○

さ 　 る 　 が 　 前

れ 　 の 　- 　 述

て 　 で 　 名 　 の

' は 　( 　 司

- 　 な 　 高 　 法

- 　 い 　 井 　 省

月 　 か 　 市 　 調

二 　 と 　 造 　 査

六 　 思 　) 　 に

日 　 わ 　 し 　 よ

に 　 れ 　 か 　 る

第 　 る 　 な 　 千

〇 　 い 　 乗

回 　 と 　 が 　 ⑧

公 　 も 　' の

判 　 か 　 こ 　 事

が 　 く 　 の 　 件

開 　､ 予 　 は

廷 　 一 　 審'

さ　○　決　調

れ 　 月 　 走 　 査

る 　 二 　 書 　 書

〇 　 七 　 が 　 に

目 　 も 　 は

に 　 と 　 加

予　に　害

に 　 い 　 鮮 　 で 　 例 　 こ 　 な 　 は 　 と 　 『 　 ぐ 　 て 　 巡

応　る　人　あ　え　ろ　い朝　あ　山　に　渡査

じ　○　を　る　ばかか鮮　る　形三　つ駐

な 本 移 　 ○ 埼 警 　 と 　 人 　 ○ 民 人 　 た 在

い 庄 送 前 玉 察 椎 　 を 　 お 報 　 の 右 所

自 　 事 　 し 記 県 署 察 保 そ 』 遺 側 　 は

警 件 て こ で が 　 さ 護 　 ら 　 と 　 体) 花

団 　 は 　 い 　 つ 　 お 　 目 　 れ 　 す 　 く 　 『 　 は 　 に 　 兄
--I-I-

が警　る　の　き　警　る　る　は云｢位川

･ 察 と 事 た 団｡ と､ 備 投 置 橋

構 署 こ 件 熊 に こ は 警 日 棄 し の

内 が ろ は 谷 襲 の 何 察 　 日- ､ 東

に 目､ い 事 わ よ 事 は 新 さ 花 側

て 警 自 ず 件 れ う か 三 聞 れ 見(
』

八　団　警れ､た　に　と　人　　た　川　検

六 に 団 も 神 り 誓 い を に と の 見

名 襲 に､ 保 す 察 う 保 は 思 す 川
ヽ

の わ 襲 群 原 る 　 が 　 こ 護｢ わ 　 ぐ 町

朝 　 れ 　 わ 　 馬 　 事 　 事 　 無 　 と

鮮､れ　県　件　件　力　で

人 　 警 　 て 　 の 　' は 　 で 　､

を　察　朝　軍　本他　あ　警

虐 　 署 　 鮮 　 の 　 庄 　 に 　 つ 　 察

殺 　 長 　 人 　 施 　 事 　 も 　 た 　 を

し 　 や 　 が 　 設 　 件 　 あ 　 り 　 襲

た　署　虐　に　な　る　､っ
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し　身れ　わ側

よ 　 元 　 る 　 き)

う 　 証 　 ○ に 南

と 　 明 　 　 位(

し　書　　置検

た｣ 　 　 す 　 見

が 　 を 　 　 る 　 川

､ 持 　 　 　 ○ 　 町
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第　二　節　　検見　川事件　の　公　判　と　求刑

第一回　公　判　に　関　す　る　記　事　は　翌　日　の　『　東　京　日　日　新　聞　』　(房　総　版　)　に　以

下　の　よ　う　に　記　さ　れ　て　い　る｡

去　る　九　月　五

し　て　来　た助　の　三　名政　吉　(　四

秋　田を　竹

(

○
ヽ一

- 刀千長
ヽ一
め

｢
つと

｢
つと

二　〇)　花　ゝる
葉　地係　でら　開駐　在て　駐殺　害甘　四

)島殺方開始巡荏辛五あの

1111Ii i Z
秩国人義廷さ査所件歳と占…

)
本三並判演れ

ヽ一

カ
のを

の
はを

日県
袷窪蘇

RP良び所廷
市

ら
中香男知ひ

午　前

時　ご　ろ　検

見　川　町　駐　在　所

人
日田

蔵
(に

で
は

蔵
朝に諺

を
らる

井　銀　蔵

等　でーKP艮
五

)

(

)　久
同

事　件〔　茂

三　重

殺　害　し二　二　)

保　田

郡　幕　張
第一

樹･千

ら　ず　大　入

県　人　異
た　同　町渡　連　金

辰　五　郎

町　石　樫
回　公　判

葉　地　方
り　満　員

千

二

H K P白い

で　東沖　縄

井
(四

R U .白い

市二
)(

蔵≡
ヽ

iiiiiiZ

′

≡冒刑審

京県
(　三

)
iiiiiZl

五午事間

藤初)
前部は

か　ら　避　難人　儀　間　次九　)　河　野代　義　太　郎
太　郎　(　五の　十　名　に

十　時　廿　分長　〕　裁　判ま　づ　市　蔵

入
れ吹

る
ヽ-=Vへ

が　来　た　ら
て　母　親　か　迎い　で　政　吉　は

前　に　ふ　て
｣し　勝　太　郎　は

捉　へ　て　呉

へ　に　来　た

た　か　ら　縛
｣

い　野　郎　だ　と　三

ッ　四

拳　骨　で　殴



に 　 斬 　 と 　 決 　 に 　 蔵 　 員

は 　 つ 　 あ 　 定 　 勝､ ｣ 　 こ

記　た　っ　書太　河　と　の

さ｣ 　 た｣ 　 郎 　 野 題 　｢

れだが　には政　さ　検

て 　 け' は 殺 吉 れ 兄

い 　 と 　 公｢ 害､ た 川

な 言 判 殺 を 窪 記 事

い　い　で意認　田　事件

が' は の 　 め 勝 に 公
F冒コ'息　群　下　て　太　は判

裁 見 衆 に い 郎､

判 を が- る は 審 大

長 く 　 押 入 　o 先 間 体

か つ 　 し の 逆 の の 　 に

ら が た 左 に｢ 様 事

｢ え か 肩 渡 予 子 実

虫 し ら を 連 審 が を

の て､ 日 金 決- 杏

息 い 刀 本 蔵 定 部 認

の る の 刀 に 書 記 す
○

と 　 　 少 　 に 　 関｣ 　 さ

こ 先 し て し に れ 法

ろ の 先 斬 て 準 て 廷
~｢

を で り は じ い は

斬 芸- 付 先 て る 例

つ 　 　 五 　 け 　 の 　 い 　 ○ 　 に

た 登 分 殺- る 高 よ
｣ 圭 ほ 害 予 　 ○ 井 り

と 　 日 　 ど｣ 審 特 市 満
-■■

は 　 と 　｢ 　 と 　｢ 　 と 　 来 　｢ 　 と 　 ら 　｢

補否そ　間　予　申　た　自　認危廿

つ 認 れ は 審 　 し 　 の 分 め 険 八

た　し　はれ　で立　でが金な

〕- 予 　 　 は て 刀 行 蔵

同 　 審 　 　 虫 　 裁

を 　 の 　 　 　 の

笑　間

は　違

せ　ひ
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で　す　｣そ　の　他　は　同　様　事　実　を　否　認　し　た

〔　話　の　｢　｣

つ
の

先判

が長日･ ']

た　時

は　死　ん　で　ゐ　た　が　群　衆　か　あ　と　の　方　か　ら　押　し　て
鮮　人　の　身　体　を　五　分　ほ　ど　斬　っ　た　の　で　す　｣か　らの　と　こ　ろ　を　斬　っ　た　と　い　っ　た　で　は　な　い　か　｣

ど

名　ば

か　り　の
と　思　つは

不　逗　鮮　人　が　検　見　川　へ　上　陸　し　た　と　云　ふ　話　だ　か
て　竹　棒　で　殴　っ　て　殺　し　ま　し　た　｣
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言は決In ノ

つせ定0公日ヽ､ h y

た　で　は｣　て　い書　｣　のそ　の　う判　は　笑の一　lる｡

なる
｢

ち
/IV

＼､ h y
〇四

｢
ナ｣

月　二

J T
め他｣千包_ /i Z !

とはⅦuJ｣ま

詰　問　さ　れ
｢　否　認　し｢　十　｣　の

を　除　く　六れ'ど　れ

日　『　東　京　日

る　が'　そ　れた　｣　と　記　事七　人　は　容　疑人　は　直　接'
ほ　ど　ま　じ　め　に

目　新　聞　』　(戻

は　予こ　ま0　　　　　ー山ul
を　否殺　害

さ

審あ認し

れ　た

総　版　)

が　違る　かし　たた　人

か　は
こ　ま

T ∩ ノらと物

と　　｢'　先

わ　か

求　刑

一同　を　笑の　｢　予　審こ　と　だ　ろる｡

ら　な　い　が

報　じ　ら　れ

▲　懲　役　三　ヶ　年窪　田　勝　太　郎　(　二　二　)　渡　連　金　蔵　(　二　三　)　石　楼太　郎　(　二　〇　)　窪　田　辰　五　郎　(　四　四　)

ーKH白い

(　三　五　)　藤　代　義

▲　同　二　ヶ　年　六　ケ　月秋　本　源　蔵　(　二　五　)▲　同一ヶ　年　六　ケ　月小　川　初　太　郎　(　五　〇　)▲　同　三　ケ　月花　島　国　三　郎　(　二　七　)　高　井　市　蔵　(　三　九　)　河　野　政　吉

(　四　八　)



点 　｢ 合 　 か 　 口

逆　が　予　は　に｣

に　刑　審｢年　で

言　を　決竹数　あ

え 　 長 　 定 　 の 　 が 　 り

ぱ 　 く 　 書 棒 短'

' さ｣ ｣ 　 い 　 殺

て　刀　懲　固　因　　あ　と　七　｢決　と

い 二 役｣ だ 殺 　 る 　 し 人 間 定 　 し 先

る 　｢ 三 　 と 　 と 　 害

o 　 槍 　 年｢ 思 　 に

懲- の 竹 わ 関
ヽ

役｢ 者 の れ 与

- 　 竹 　 は 　 棒 　 る 　 し

凶 せ に で の 傷 年 槍 殺- ｡ た

器 た｢ ぁ だ 能 半- 害 に 懲 な

｢ し よ 役 かは と 殺 る と 力 の(

- 思 害 が 思 は 秋 予 た る 一 に

殺 わ の､ わ 高 本 審 人｢ 年 も

害 れ 意 公 れ い 源 決 数 殴 半 差

の る 志 判 る と 蔵 定 が 打 の が

意｡ の の 　o 思= 書-｣ 初 あ

下 際 勝 う 予- 人 で 太 る
- 　 に に 太 が 審 の で 二 郎 の

が 　｣ ぁ 郎 本 決 四 も 人 二 は

反 　 お っ 二 来 定' ' の 予'

映 　 こ さ 予 武 書 五 そ 殺 審 凶

さ 　 な り 審 器｣ ､ れ 害 決 器

れ 　 つ 認 決 で の 六 ぞ に 定 に

る 　 た め 定 は 七､ れ 関 書 よ
iZqこ　三-;∴㍉ミ∴∴二

と 　 さ と の こ 凶 を 本 て 九 が

み 　 れ よ 三 と 器 凶 刀 い) 大

な 　 て り- で が 器 二 るt ミ き

:I-_ I; 二 二 ∴ :'__=･ 工 芸- 二_-_Il_ 二 一

109

o 　 た 　 は 　 違 　 書 　 た 　 の

こ 　 懲 　 ひ｣ 　 か 　｢

と　役｣　の　が　予

は　三　と　-　多審

意　年　言　'少　決

味i　つ　二　わ　定

が 　- 　 て 　' か 　 書

な 　 年 　 一 　 十 　 る｣

く 　 半 　 同 　) 　o 　 と

･ で を は 直 こ

こ　あ笑最接の

の　る　わ　も　の求

な 　o せ 刑 殺 刑

か 金 た が 害 を

で 蔵 金 軽 に 比

は が 蔵 く 　 関 較

最 公 を 懲 与 す

も判含役　し　る

重で　め　三て　と

い 予' ヶ 　 い､

懲審殺月　な　ど

役　を　害　でい　の
ヽ

三 　 く 　 に 　 あ 　 　 よ

年 つ 関 る 三 う

の が 与 　0 人 に

求え　し予二裁

刑 　 そ 　 た 　 審 　 予 　 こ

で 　 う 　 計 　 を 　 審 　 う

志



法　　る　の　警警　め　て　虐警

典　平　八　こ　団　団　て　､殺　団
O

村 　 形 　 　 と 　 事 　 の 　 無 　 わ 　 は 　 に

事　は　　で　件行　責　ず　｢よ

件 　 当 　 　 あ 　 の 　 動 　 任 　 か 　 政 　 る

に 　 時 　 　 る 　 迫 　 と 　 に 　 に

関

す

る

証

言に
) 　 参

と

当

時

船

檎

加

し

て

し＼

た

Fq

警 　 同

か及　し　そ　公調殺

ら 　 は 　 て 　 の 　 表 　 査 　 の

､ ' そ 　 責 　 し 　 と 　 裁

も　権の　任た　し判

ち　力責　を　も　て　を

ろ側任　の　の公論

と 　 委 　 に 　 　 と 　 と 　 役 　 ず 　｢ て

朝　員　お　求　同　達　が､投　い

鮮　会　け　刑　じ　い　最　殺棄

人 　) 　 る 　 の 　 刑 　' も 　 害

震

恵 災 い

子 朝 て

は鮮と

九 『 入 　 り

ん の を 　 が 　 も 表 　 じ 　 八 い 犠 あ

三 わ 牲 げ

年れ者た
- 　 な 　 迫 　 が

の 　 く 　 悼 　'

な　殺　調　刑

か 　 さ 　 査 　 目

で　れ　実　体

千 　 た 　 行 　 が

だ 殺 　 七 　 一 　 り､ よ 　 葉 人 委 非

き 　 た 転 　 れ｢ さ 　 て

わ 　 い 嫁､ 衛 れ い
お

…ILLお芸豊実
不 な た い 務 件｡

十 数 と か 令 以 そ

分 の い く に 外 れ
- 虐 う し ょ は に

て

指　い

楠　か

適　全れ　県　び員　常

当 　 く 　 ぼ 　 下 　 と 　 会 　 に

し 　 く 　 そ

は
て 　 し 　 の 　｢ 　 き

のl 　( 軽

軍 　 関 　 以 　 い

隊　隊東　下　○

顔　に　及　大　､千

を 　 よ 　 び 　 震 　 実 　 葉

し 　 る 　 自 　 災 　 行 　 県

110

郎

は

み 番 る 太

て 刑 が 郎

遺 も が｢ は

体わ軽投殺

｢ か い 棄 害
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平　形　千(青　木
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つ
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し

鮮
ヽ一

め

と
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殺
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軍
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ヽ一
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花
0
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予　次　記

言 　 々 　 が 　 船

し 　 と 　 来 　 橋

て 　 呼 　 て 　 町

' び､ の

に

~ 　｢

君

は

執

行

○ 　 に

彼 　､

等　千

は　菓

' か

連　ら

素猶行裁

予

に

す

る

()

し　判

て　官

来　と

た　検

犯　事

｣ 　 人 　 や

と 　 を 　 書

ilifl

の 　 い 　 ん 　 高 　 の 　 の 　 し 　 雄

よ｣　で　橋　で　で　て　の

う 　 と 　 す 　 は 　 は 　 あ 　 の 　 回

に　い　よ　､な　っ　わ　想
｢

､ 証 く 　 た ず か回 　 う 　｣

想 と 　 ∃ 拠 代 　o か ら

し 証 凶 が 表 ま- 　-

て 拠 器 あ が た カ た

い 不 は が ひ 地 月 　 い

る 　 十 　 ど 　 っ 　 っ 　 域 ば-
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112

る　ま　た行　猶　と　つ　言　の

し　人猶　予　い　ち　を｣

た 　 が 　 予 　 に 　 え 　 の 　 引 　 だ

｣警　に　な　ば　い　い　っ

と　察な　る　よ　う　て　た

通 　 に 　 っ 　 と 　 い 　 こ 　 い 　 と

し　呼て　思　よ　と　る　指

た 　 ば 返 　 つ 　 う 　 だ 　o 摘

ら れ さ 　 た に け 徳 し

し て れ が 　 し 答 田 た

い､ た あ む え に 　 う

ん 尋- 　 た 　 け れ よ 　 え

で 間 と 　 つ て ば れ で
･ さ い た い よ ば､

○ 　 た 　 い 　｢ 裁

罪 た 一 判｡ で 裁 判

で 時 ○ 決 傍 す 判 の

す に 　 ○ ま 聴- 官 傍

検 で し 　 と 　 は 聴

つ 　 り

詰ま

がせ害

残んに　い

つ 　､ 関 　 た

て 　 忘 　 わ 　 が

い 　 れ 　 つ 　 執

ん　だ　｣｢｢ 　 記

ては見

＼L y
監iiiiZg

憶

■ヽIV

u L

I Tイ1-

『　事
つ

つ件てて獄に
がと

にも
あ■ヽ-=V

は　い
軽　く入　っ､　殺

て

徳辛

田件

郁　之　助　の　証だ　か　ら､　こ
そ　う　で　す　』

な　る'　執　行



の 　 側 　 を 　 し 　 れ 　 千

喚 　 た 　 の 　 し 　 た 　 た

問 　 め 　 関 　 た

す　合　口

る　議

ま 　 記 　 月 　 　 な 　 検 　 同 　 と 　 る 　 光 　 の 　 と

は騒　貞　存
■■■

千

莱

署

の

擾 　 の 　 在

｣ 　 『 　 が

と　関　確

地題東認
し 　 大 　 さ

｢

関

係

各

た 　 事 〔 ｢ い 討 　 地

､ は 　- 　 検 　o｣ 　 方

秋 　 確 　 二 　 見 　 　 し 　 裁

田 　 認 　 月 　 川 　 　 た 　 判

県 　 で 〕 事 　 　 と 　 所

･ き 　 八 件 　 　 あ 　 の

沖 　 な 　 目 　 の 　 　 る 　 予

113

縄　い　午　損

蔵　か　ら

円　請

と吉

堤求あ野0

起のる巡②弁

し付○査被護しの

た帯法部告士

損私延長側
ヽ一
め新

害　七

は　｢

巡　査

訴はがのらた検

の吹証清はに梶

千　二口　頭の　よ人　と古　弁二　三証　人調　書

円論にて士立間作

∩

｣進出は証を成

前は行廷本をおし

田　中

俊　｣

こ

れ

る

震　災て　検

がの見

'　現治　安川　事

の　記二　八し　たし､訴　訟お　ここ　なた　市

は　あ

ど,つ

こ　ま乙1　　　　　古

事　と日　午よ,フ原　告の　失な　う･フ　こ川　署

千徳で側当○と響

円二あにを④で

違　う　〕時　四　十る｡　①や　や　不反　駁　し裁　判　長閉　廷　し

及分死刺たはた

びに体益○

慰閲をな③

審　理○

籍廷監証原進

料さ秦言告行

る｡

か　は　不

'｢　千

察　署　長　柴
こ　こ　か　ら

明　で　あ　る

田　平　太

けKH白い

｢　検　視

て　記　さ　れ　て

葉　郡　検　見
い　る一三

~~ノ
が

ま　た町　に

資

方　裁　判

所　検　事

審　終
1　　四

結　決　定

実

際

検　挙　報　告　並　に　処　分

審　判　決　等　の　資　料　にい　う　資　料　か　は　今　も

報　告　を

依　っ　てっ　て　わ

調　書　｣

吉　河於　け料　も

始　め､
之　をか　ら

害前｡そ県

求　訴時　｣

の　た
被　害

訟と　あ

め'結
者　達

とる果族

＼lががの

う　記　事　に'　こ　れ　以ど　う　な　っ記　事　は　発

は　次　回　の降　こ　の　訴た　か　は　不見　さ　れ　な

公　判　は訟　に　関明　で　あ
　ヽ　　○　　　　ロ し　　　　　力

｢　来
す　るる｡害　者



は 　 の 　 長 　 判 　 日 　 が 　 　 遺 　 空 　 会 　 を 　 一 　 事 　 見 　 　 一 　 死 　 つ 　 と

次　事)　と　の　ど　三族　き　つ　訪　三　件川　被緒　者　た'

の情　の　遺『の　重や　地　た　れ年〔事害に　の　が　事

よ 　 を イ 　 族 東 　 よ 　 県 墓 　 に 　0 ､) 秋 件 者 い 背､ 件

う　洞　ンの京　う　の碑　なそ三を　田　に　のた　景達の

に 察 　 夕 　 損 　 日 　 な 達 の 　 つ 　 の 重 記･ 関- の､ 族 様

語　し　ど害　日　結族確　て人県　し　三心人か　な　の子

る 最 　 ユ 請 新 果 に 認 お に 出 た 重 を 　 と 　 は ぜ 訴'
o 　 も1 求 閲 に 　 よ は 　 り 　 話 身 　 〇 ･ も 　 同 不 検 訟 殺

同 が 訴 』 な 　 る
にiilii:l

情載

あ

撹

を　○安
~~~｢

下不重

し眠茂

た 不 樹 見

名 休- 川 が の

判 の 千 事' 証

官 活 葉 件 そ 人 　 く
｣ 動 地 の の 喚 　 ー

＼_･...

と- 方 殺 後 讐 　 と 確

請　を裁害の

わ 　 し 判 　 を 　-

れ 　 て 　 所 　 め 　 二

た　｢刑　ぐ　月

安 　 当 　 事 　 る 　 一

重　暗　部　裁　九

が

で

月 　 　 　 き

八 　 　 　 た

日 　 　 　 が

) 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ヽ

つ 　 は

認 　 て 　 三

し 　 い 　 重

相
た る 県 』 災

が 　 人 　 鈴 　( ･ は

今 　 と 　 鹿 　 二 　 虐 　､

は 　 出 　 市 　 ○ 　 殺 　 検 　 　 が

114

つ戻訟

を､まで

き

な害た総をつ

ヽ 一

' 刀請
'
め版裁てる

つ求は
)

＼lV
1ヽLV判

た一六｡訴　訟　のわ　か　ら
こ　ま　tIhTt　　　　　　ヽ　　　ー

検 再　度な　い

聞

害は見明じつ沖その

辛わ~　ノの沖て縄れ被

件
ヽ1

､ カにま縄個三に害
＼l

た　二

よ者　■て
M K P貞

の　兄　弟

の

のら
ヽiま県人県

で出で入る 裁ずた

判　のじ　まの　かあ　る身　の研　究虐　殺と　二星　弓実　家

良し‥〇二が

'　私　家　版　『　関(　検　見　川　事　件　)〇　九　年　に　島　袋郎　の　実　家　を　知あ　っ　た　場　所　を

様　子　を　聞　く

の　真

東　大　震

千で異五｡袋

和　幸　(　伊　江　島　出　身　)な　る　県　の　出　身　だ　っ　た　三　人'求　刑　ま　で　は　あ　る　程　度　わ　かあ　る｡　さ　ら　に､　殺　害　さ　れ　た



ー'~~1

相　　で　の　名　て　は　が　で　重人　と　ら　件　半-　そ　た　被

当　　あ　取　の　世判　あ　あ　い　を　思兄　で　に　た　の　結告非

丁 　 　 る 　 調 判 人 決 　 る 　 る 　 刑 河 ひ て す 　 し 訳 他 果 は 常

寧 　 　o べ 事 は に の 　 が 　 を 　 中､ も 　 ら 　 て 　 で 特 の 百 に
/ 　 　 ＼

読

み

や

に 　 と 　 裁 不 で､ 課 に そ 将 群 あ あ 別 為 肝 多

っ 合 判 服､ そ す 投 れ 来 集 る 　 る の で 余 忙

い 議 長 で そ れ べ 入 ぞ 再 心 　o o 事' 名 で

すて

い 　 も

よ裁

う　判

に　長

句　と

読 　 し

点　て

を　は

配相

置当

し丁

の 　 が 　 控 　 れ 　 で 　 き 　 し 　 れ

上　独　訴　ゞ　も　で　､適

適　断　す　ゝ　当　､あ　当

当 　 で 　 る 　 判 　 時 　 当 　 ら 　 に

を 　 い 　 も 　 決 　 の 　 方 　 ゆ 　 判

思 　 ひ 　 の 　 を 　 事 　 で 　 る 　 決

ふ 　 渡 　 も 　 い 　 情 　 も 　 残 　 し

所　す　多　ひ　を　他虐　た

を 　 様 　 い 　 渡 　 考 　 の 　 な 　 ○

い 　 に 　 様 　 し 　 ふ 　 事 　 行 　 福

ひ 　 考 　 で 　 た 　 れ 　 件 　 為 　 田

渡 　- 　 あ 　 訳 　 ば 　 と 　 を 　 村

す 　 て 　 る 　 で 　 情 　 は 　 な 　 事

び 理 今 且 情 大 で ぁ

斯

様

な

犯

罪

を

敢

て

す

る

様

た 寧 の ゐ｡ あ 状 見 し 件 な
＼ 　 　 /

の 　 回 　 普 　 あ 　 い 　'

結 　 の 　 通 　 る 　 に 　 何

果 　 事 　 の 　 も 　 恕 　 づ

起 　 件 　 殺 　 の 　 す 　 れ

こ 　 中 　 人 　 ゝ 　 べ 　 も

つ　最　罪外　き　流

た　も　は　､点　言

の 　 多 　 最 　 何 　 が 　 に

で 　 数 　 低 　 づ 　 あ 　 お

､の　三　れ　る　ど

被鮮　年　も　の　か

告 　 人 　 に 　 執 　 で 　 さ

等　を　な　行　､れ

ig

た

為

人

仁:=l

貝

等

は

は

っ

き

り

お

に で る な る の 解､ の 事 の 殺 つ 猶 前JL ぼ

や､ が ほ 　o 酌 を 通 方 は 平 し て 予 科 の え

っ 今' 判 被 量 異 常 は 絶 素 た ゐ の の 正 て

た 度 陪 決 告 す に な 小 対 の 船 る 　 恩 　 あ 衡 ゐ

積の席　に　のべ　し　ら　児　に性橋が典　る　を　な

も 　 事 　 の 　 つ 　 中 　 き 　 た 　 最 　 や 　 な 　 行 　 町 　- 　 を 　 も 　 失 　 い

り 　 件 　 二 　 い 　 に 　 点 　 の 　 も 　 婦 　 い 　 か 　 事 　 年 　 与 　 の 　 つ 　 が

115

っ　た　｣　判　決　は'　基　本　的　に　は　加　害　者　に　甘　い　判　決　で　あ



と 　 察 　 　 さ 　｢ か 法 　 震 比 　 え 　 事 件 人 　 四 殺 　 　 と 　 行 れ 　 る

を　襲　こ　れ　警　ら　委　災較　る　件　の虐　人害　平位　か心　○

区 撃 の て 察 ざ 員 後 研 か( 場 殺､ さ 形 置 ら の 朝

分･ こ い 権 る 会 の 究 も 懲 合 に 七 れ 千 づ 見 正 鮮

し 朝 と る に を に 九 が し 役 は 軽 年 た 書 け て 衡 人

て 鮮 か 二 犯 以 よ 月 さ れ 三､ く- ､ 子 ら も を 虐

分 人 ら0. 行 て-- れ な 年 百､ 人 福 は れ 将 失 警
や

｡ 再 た 朝

び- 鮮
ヽ

斯｢ 人

様群と

な集間
_ヽjet_

犯 心 遅

罪理え

を の て

敢結の

て果殺

す- 人

析 虐､ 　 の こ て- ' いi 本 日) 田' た 来 つ

-:-:_ _ 二 二I1-I-___-_ ∴

の

∴‥了三　字:_ET-喜S≡二三:.=三∴-ll-
囲

を

蘇

著

な

る

に 　｢ 審 　 　 の

よ 　 朝 　 判 　 　 検

る 　 鮮 　 決 　 　 挙

と 　 人 　 が 　 　 は

執虐　わ　　厳

行　殺　か

猶｣ 　 る

予 　 と 　 事

な 　､ 例

し　③　を

｡ の は 山 比 事 重 団 の 商

そ 検 正 田 較 例- 事 求 人

な 　V 　 情

の

す の い 件 刑 が

る な と 　 の( 宿

と か 指 裁 懲 田

正 ′J r が と 研 一 で 摘 判 役 村
も 　 ‥

見 も し で 一 る　に
辛

し＼

る

罪 て 見 五 田

う が い ら 年 中

で 重 る れ が 村

は い 　- 　 る 三 の

多なの　八　傾人　白

く 　 い で 　 ○ 向､ 撃

の 　 よ 　､ 福 　 は 一 　 団

点 　 務 　 　 裁 　 う 　 検 　 田 　､ ○ 　 に

少　局　九　判　に　見村　朝年　よ

な　司　o　の　思　川　事　鮮が　り

116

棟よ件

な る は

事 　 こ

は 　 と 　 流

絶　で　言

対 　｢ 　 に

に　平　お

な　素　ど

い 　 の 　 か

｣ 　 性 　 さ

抽　出　し､　①
｢　日　本　人　虐

で　実　刑　判　決

昭　次　の
し　い　こ

挙　方　針こ　に　は

る

の　み

べ　き

u L

限　定　す　る
こ　と　｣　が　う

こ　と　｣､

ち　だ

状

よ　り
明　さ

時　震酌　量

災　救　護　事の　す　べ　き
れ　て



裁れ　て　た　ほ　　か　か　お　ぼ　れ　野　な　に　　が　次　が　に　け

判 　 ま 　 き 　 と 　 ど 　 こ 　 に 　 か 　 ば 　 か 　 が 　 騎 　 い 　 な 　 と 　 刑 　 に 　- 　 な 　 た
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ぉ 　 ○ で が 　o る は は 小｡ りl 『 遺 村 る 加 二 懲
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て た と 左 地 が 住 件 ま 殺 る た こ の 殺 　 ち か 上 ②
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の 　 と 　 地 　 る
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崇 　 ら 　 し

り 　 住 　 な

｣ 　 ん 　 く 　 そ 　 は

に で ち 　 う｢ 自

よ い や い 最 警 っ 根
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137

I( ノを降吹

｣聞りの

と
ヽ一

- 刀てよ

lヽ>ずきAn ノ

金良金お
＼↓

め紳兄

山
｢

山やン士ち

郷つ紳お郷お
l l

｢

て士や
｢

や同

う｡　郷　は　｢　彼　はに　騒　動　に　な　る｡て'｢　宇　宙　人　は　こな　会　話　が　展　開　さ

宇　宙　人　で　は　な　い　｣　と　拒　否　す　るそ　の　様　子　を　見　て　い　た　金　山　は　廃

の　私　だ　｣　と　叫　び　な　が　ら　走　っ

れ　る　(　シ　ナ　リ　オ　か　ら　)｡

い　う　こ　と

嘘　の　工　場　か　ら

て　く　る｡　以　下

｢

な
｢

じね
｢

やや下
｢

じじ
｢

さんも
｢

エそん人めさマ
｢｢

お

あでAn ノみぞ>つノ

｢
々ろ

ヽIVツど
■

ーへノ

'　良出　て
ヽ､　　　　　ヽ1

1　　　1ん　な､　なだ､や　っ､　金!　こ｣ト　が十ノ　ー.JO

(一

緒　に一｡r

君　を来　ちん　だ､　こん　しや　らち　ま山　にの　人

自　由　に　し　て　や　っ　て　く　れ　｣や　っ　た　ん　だ　よ　お　じ　さ　ん　｣よ
ヽ■LVろれえ石は

｣つ辛る

を　生　か　し　て　お　く　と　な　に　を　し　で　か　す　か　わ宙　人　だ　｣前　に　や　っ　て　し　ま　っ　た　方　が　い　い　｣

｣や　棒　切　れ　を　ぶ　つ　け　る｡宇　宙　へ　帰　り　た　が　っ　て　い　る　ん　だ｡　帰　し　て　や

宇　宙｣同　をや　っ

人

を　か　ば　う　の　か　ツ　｣み　つ　け　て　金　山　を　か　ば　っ　て　立　つ　)｣ま　え　｣



金　警　　を　て　金郷

山 　 官 　 　 殺 　 前 　 山 　r

r A 　 　 せ 　 進 　｢ 次

金 　 ピ 　 　｢ 金! す 　 や 　 郎 　 次

山 　 ス; 寄 　 山｣ 　 る 　 め 　 君 　 郎

の 　 トI 　 る 　'

胸 　 ル 　( 　 な 　 前

に 　 が 　 進! 進

鮮 　 火 　 む 　( 　 す

血 　 を 　) 　 ピ 　 る
｣

! 吐 　 　 ス 　o

く 　 　 ト

l 　 　 　 ノ レ

向

け

る

iZq

｣

) 　 ろ! も

彼 　､ ( 　 木

等　や駈　切

に 　 め 　 け 　 れ

ま 　 ろ 　 寄 　 を

で 　､ る 　 ぶ

乱 　 お､J 　 っ
- ■

暴 　 前 　 　 け

す 　 た 　 　 ら

る 　 ち 　 　 れ

の 　 は 　 　 　 て

は 　 鬼 　 　 倒

や 　 だ 　 　 れ

め! 　 　 る

て 　 ( 　 　 　 ○

く 　 と

れ　郷

､ た

殺　ち

す　を

な

る 　 次 　 　 声 　 郷 　 み 　 良

二 郎 　 　r r ん｢

〔　かそなお

日- ま 　 う や じ 郷 郷 投

頃 同 う だ め さ は､ 石

か､ も､ た ん そ

ら 郷 ん 乱 方 に れ

郷､ か 暴 が ひ

と　金や

親山　つ

しに

く 　 石

しを

て

し＼

る

少

午

ヽ1
カ

ば　つら　私

〕　｢　郷　さ　ん　!　(　駈　け　寄

す眉

る間

○をで

集　団割　らも　か
ど　い

　ヽ　　　　ヽIV IVは　や

の　暴　徒れ　て　鮮ぼ　っ　て
こ　と　を

よ　｣め　ろ　!ち　ま　え

｣lJ L に　な　っ　て　い　る｡血　が　流　れ　る｡立　つ　!
す　る　と'今　に　大　変　な　こ　と　に　な　る　よ｡



139

良　｢　お　じ　さ　ん　!　｣

金　山､　バ　ッ　タ　リ　倒　れ　る｡

良　｢　お　じ　さ　ん　!　(　抱　き　お　こ　す　)　死　ん　じ　や　や　だ､　お　じ　さ　ん　!　｣金　山　｢　良‥･　　(　良　の　手　を　し　っ　か　り　と　握　る｡　そ　し　て　力　尽　き　て　息　絶え　る　)｣
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｢　怪　獣　使　い　と　少　年　｣　の　シ　ー　ン　に　比　べ'　手　塚　が　え　が　い　た　虐　殺　シ　ー　ン　は
ど　ち　ら　か　と　い　う　と　虐　殺　よ　り　は　被　服　廠　の　火　災　の　死　者　を　妨　裸　と　さ　せ　る｡以　下､　三　つ　の　虐　殺　シ　ー　ン　を　並　べ　る｡



【　震　災　後　小　学　四　年　生　に　よ　る　絵　　新　井　勝　紘　｢　少　年　が　観　た　朝　鮮　人　追　跡-｢　描　か　れ　た　朝　鮮　人　虐　殺　｣　序　論-｣　『　歴　史　科　学　と　教　育　』　第一六　号　(一九
九　七　年一二　月　)､　四　五　頁　】



【｢　怪　獣　使　い　と　少　年　｣　の　ワ　ン　シ　ー　ン　】



【　手　塚　治　虫　｢　ボ　ン　バ　ー｣　『　手　塚　治　虫　恐　怖　短　編　集①-妄　想　の　恐　怖　編-』(　講　談　社､　二　〇　〇　〇　年､一
九　七　〇　年　)】
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か　の　で　で　え　'が　の　に　戦

こ ら 噂 あ あ つ そ､ 後 ふ の

と

を

望

､が　る　り　づ　し　家　半れ　犠

僕 　 現 　 に 　 え 　 け 　 て 　 族 　 分 　 て 　 牲

は 　 実 　 し 　 た 　 な 　 今 　 と 　 に 　 怒 　 者
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て 　 難 　 憶 　 ま 　 虐

ひ 　 で 　 が 　 た 　 殺
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'遣　る　族　お　て　軽　多　い　っ　で

捜 　 族 　 こ 　 の 　 こ 　 決 　 重 　 く 　 た 　 た 　 は

索　も　と　要　す　定　は　､か　○　な

を 　 関 　 を 　 求 　 が 　 さ 　 殺 　 検 　 を 　 ま 　 い

あ　東　裁　が　'れ　意　見　検　た　が

き 　 大 　 判 　 な 　 そ 　 る 　 の 　 川 　 討､ ､
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